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地方自治法第233条第５項の規定により、令和６年度における主要な施策の

成果について、次のとおり提出します。

令和７年９月

　 小矢部市長　 桜　井　森　夫
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総　 　括

１．一般会計歳入の状況

予算現額（千円) 収入済額(千円) 構成比 収入率

１ 市 税 4,468,927 4,607,588 26.5% 103.1%

２ 地 方 譲 与 税 189,400 180,914 1.0% 95.5%

３ 利 子 割 交 付 金 1,000 2,030 0.0% 203.0%

４ 配 当 割 交 付 金 21,000 35,577 0.2% 169.4%

５ 株式等譲渡所得割交付金 26,000 45,655 0.3% 175.6%

６ 法 人 事 業 税 交 付 金 88,000 95,514 0.5% 108.5%

７ 地 方 消 費 税 交 付 金 745,000 793,358 4.6% 106.5%

８ ゴル フ 場利用税交付金 29,000 29,335 0.2% 101.2%

９ 環 境 性 能 割 交 付 金 28,000 22,499 0.1% 80.4%

10 地 方 特 例 交 付 金 141,000 150,084 0.9% 106.4%

11 地 方 交 付 税 4,295,252 4,566,997 26.3% 106.3%

12 交通安全対策特別交付金 3,000 2,675 0.0% 89.2%

13 分 担 金 及 び 負 担 金 60,952 49,650 0.3% 81.5%

14 使 用 料 及 び 手 数 料 168,389 172,556 1.0% 102.5%

15 国 庫 支 出 金 2,642,999 2,135,551 12.3% 80.8%

16 県 支 出 金 2,139,780 1,343,491 7.7% 62.8%

17 財 産 収 入 118,154 147,157 0.8% 124.5%

18 寄 附 金 113,581 124,420 0.7% 109.5%

19 繰 入 金 400,504 390,641 2.2% 97.5%

20 繰 越 金 658,863 658,863 3.8% 100.0%

21 諸 収 入 494,457 491,510 2.8% 99.4%

22 市 債 1,973,100 1,357,200 7.8% 68.8%

18,806,358 17,403,265 100.0% 92.5%

２．一般会計目的別歳出の状況

予算現額(千円) 決算額(千円) 構成比 執行率

１ 議 会 費 173,095 168,355 1.0% 97.3%

２ 総 務 費 2,405,757 2,321,433 14.0% 96.5%

３ 民 生 費 5,370,661 4,764,162 28.6% 88.7%

４ 衛 生 費 1,753,886 1,661,816 10.0% 94.8%

５ 労 働 費 13,688 13,434 0.1% 98.1%

６ 農 林 水 産 業 費 1,273,086 1,041,748 6.3% 81.8%

７ 商 工 費 486,997 432,946 2.6% 88.9%

８ 土 木 費 1,887,369 1,736,137 10.4% 92.0%

９ 消 防 費 607,727 578,104 3.5% 95.1%

10 教 育 費 1,994,215 1,835,686 11.0% 92.1%

11 災 害 復 旧 費 1,376,345 631,898 3.8% 45.9%

12 公 債 費 1,457,132 1,448,168 8.7% 99.4%

13 予 備 費 6,400 0 0.0% 0.0%

18,806,358 16,633,887 100.0% 88.4%

合計

款

款

合計
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３. 一般会計性質別歳出の状況

決 算 額 構成比 一般財源等 特定財源

千円 ％ 千円 千円 

2,526,902 15.2 2,295,737 231,165

　 　う ち 職 員 給 1,464,305 8.8 1,297,842 166,463

2,527,288 15.2 674,924 1,852,364

1,448,166 8.7 1,416,607 31,559

元 利 償 還 金 1,448,131 8.7 1,416,572 31,559

一 時 借 入 金 利 子 35 0.0 35 0

6,502,356 39.1 4,387,268 2,115,088

2,688,070 16.2 1,611,674 1,076,396

431,532 2.6 374,993 56,539

2,740,960 16.5 2,293,242 447,718

686,105 4.1 521,709 164,396

31,807 0.2 31,807 0

175,408 1.0 39,568 135,840

1,193,114 7.2 1,016,646 176,468

2,184,535 13.1 453,110 1,731,425

普 通 建 設 事 業 1,539,139 9.2 323,323 1,215,816

災 害 復 旧 費 645,396 3.9 129,787 515,609

16,633,887 100.0 10,730,017 5,903,870歳　  出 　 合  　計

区 　　　　　　　    分

補 助 費 等

投 資 及 び 出 資 金

貸 付 金

繰 出 金

投 資 的 経 費

小             計

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

内

訳

内

訳

物 件 費

維 持 補 修 費

積 立 金
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主要施策の成果説明

款 1 議会費 項　 1 議会費

議会運営費

議員調査活動費

事務局運営費

目 1 議会費

事業名 事業費 事業内容及び成果

9,590 　正副議長が、市議会を代表して、会議へ出席するための旅費を支出した。

　定例会及び臨時会の会議録作成のための音声翻訳と、会議録のホーム
ページへの掲載にかかる手数料を支出した。

 　　　　千円

117,191 　議員の報酬及び期末手当を、条例に基づき支給した。
　　（議員報酬　月額　議長445,000円　副議長390,000円　議員360,000円）

　議長が市議会を代表し、議会運営に必要な外部との交際上、特に必要と
認める経費を、議長交際費として支出した。
  令和６年度　971,509円　執行率97.15%
  令和５年度　801,620円　執行率80.16%

　全国市議会議長会等への負担金を支出した。

10,056 　議員の調査研究に必要な経費の一部として、議員個人に対して、政務活
動費を交付した。
  （月額20,000円/１人）
　 令和６年度　執行率89.6%
 　令和５年度　執行率87.5%
　

　他自治体からの行政視察の受入れを行い、本市の施策について説明する
とともに、小矢部市の魅力を伝えた。
 令和６年度　視察受入10件　受入人数84人(主な視察内容：おやべ型１％ま
ちづくり事業、ＡＩオンデマンド交通チョイソコおやべ)
 令和５年度　視察受入３件　受入人数25人(視察内容：議会のデジタル化、
おやべ型１％まちづくり事業、地域部活動)

　議場の放送機器の老朽化に伴い、リースにて機器を更新した。
  （4,399,956円/年×５年）

　議会の活動内容を広報するOYABE　VOICEを作成し、全世帯及び市内の
３高校の３年生に配布した。  （５月、８月、11月、２月の年４回発行）

　各委員会において、市の施策に反映させるため先進自治体へ行政視察を
行った。(議会運営委員会：４箇所、総務産業建設常任委員会：４箇所、民生
文教常任委員会：４箇所、新庁舎建設特別委員会：３箇所、交通観光特別委
員会：３箇所）

　議会運営の効率化や迅速化を図るとともに、事務作業量及び経費の削減
のため、ペーパーレス会議システム及びタブレットを導入し、その使用料等を
支出した。
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款 2 総務費 項　 1 総務管理費

款 2 総務費 項　 1 総務管理費

【職員研修の状況】

　一般研修(階層別）

　一般研修（専門）

　派遣研修

　その他研修

  千円

一般管理費 5,929 　市の一般管理業務（文書集配・収発業務、文書保管業務、新聞・官報等購
読、市民総合賠償補償保険等）及び平和行政事業を行った。

  千円

人事管理費 40,209 　職員及び会計年度任用職員に対する給与等支払事務、採用試験や人事
評価等の人事管理のほか、職員の資質向上を図るため、研修計画に基づ
き、一般研修（階層別・専門）を実施するとともに、ハラスメント防止研修やDX
人材育成研修などを企画し、行政を取り巻く環境の変化に対応し得る職員の
育成に努めた。
　また、労働安全衛生法に基づく健康診断やストレスチェックを実施し、職員
の心身の健康管理に努めた。

職員研修の種類 令和６年度 令和５年度

90 75人

80 57人

17 17人

145 116人

2目 人事管理費

事業内容及び成果

公共施設マネジメント
推進事業費

718 　将来の人口規模にあった公共施設等保有量への転換を図るため、公共施
設等総合管理計画、公共施設再編計画の推進と進行管理を行った。
　施設情報の一元管理・共有化、施設の評価、分析、比較等を行うため、公
共施設管理システムの運用を行った。

行財政改革推進事業
費

43 　行財政改革推進市民会議（構成委員９人、１回開催）
　第４次行財政改革大綱に基づく実施計画の推進と進行管理を行った。
  市民で構成する市行財政改革推進市民会議を開催し、「行財政改革実施
計画の実績」、「公共施設再編計画の進捗状況」等について意見を聴取し
た。

指定管理施設支援事
業費

11,800 　エネルギー価格、物価高騰の影響を受けた指定管理施設を運営する指定
管理者に対して、「小矢部市指定管理施設電気料金高騰対策支援金」を交
付し、指定管理施設の安定した運営を支援した。

　・支援事業者　３事業者

行政評価事業費 64 ・令和５年度に執行した事業で、総合計画前期実施計画126事業のうち、令
和７年度に実施が予定されている109事業について事務事業評価を実施し
た。
【評価結果】事業廃止０、事業終了０、現行どおり101、事業縮小１、
事業拡大７、抜本的見直し０

目 1 一般管理費

事業名 事業費 事業内容及び成果

事業名 事業費
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款 2 総務費 項　 1 総務管理費

款 2 総務費 項　 1 総務管理費

款 2 総務費 項　 1 総務管理費

目 4 文書費

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

情報管理費 132,239 　富山県共同利用型自治体クラウドサービス、富山県市町村共同利用型内
部情報系クラウドサービス（文書管理、庶務事務、財務会計）等の適正な運
用管理を行った。
　また、住民基本台帳システム等（基幹系システム）の標準化対応を行った。

地域情報化事業費 30,093 　国や都道府県、市町村などの行政機関を専用回線で結ぶ「総合行政ネット
ワーク（ＬＧＷＡＮ）」の運用や庁内ＬＡＮ、各機関を結ぶ回線の保守、セキュ
リティ対策等を行った。

デジタル化推進事業費 15,156 　「小矢部市デジタル化推進計画」に基づき、自治体ＤＸの推進を図った。

事業内容及び成果

自治振興費

  千円

文書費 3,037 　法令等の改正を的確に把握し、事務が円滑に遂行できるよう市の条例及
び規則等の整備を行った。
　また、市の条例及び規則等を掲載した電子版例規集を管理し、市ホーム
ページにおいて公開した。

コミュニティづくり推進
費

5,000 　自治会等のコミュニティ団体（松永町内会、水島地区振興会の２団体）に対
し、地域活動に必要な備品等の整備について助成を行った。

  千円

自治振興費 5,624 小矢部市自治振興会協議会（会員18人）

　小矢部市自治振興会協議会事務局として、組織の円滑な運営や連絡調整
を行うとともに、活動の推進に努めた。

　自治会等を通じて広報等の配布を行い、各世帯に市政に関する情報等の
提供を行った。

5

事業名

目

事業内容及び成果事業費

目 3 情報管理費

事業名 事業費
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款 2 総務費 項　 1 総務管理費

（単位：件）

　交通安全市民大会表彰式（令和６年12月１日（日）、クロスランドおやべセレ
ナホール）を開催した。

　津幡町・小矢部市県境合同街頭キャンペーン（令和６年９月30日（月）、津
幡北バイパス除雪ステーション）を開催した。

防犯対策費 4,181

　安全安心な地域生活の確保と地域における防犯意識の向上を図った。
  　防犯団体への補助（２団体）

　防犯カメラ設置補助事業として、鷲島自治会、新西自治会へ補助を行っ
た。
　防犯カメラ２台を芹川東交差点に設置した。

市民総合相談費 2,883

　消費生活に関する情報提供や消費者トラブルに関する啓発を行うととも
に、消費生活相談員による相談窓口を開設し、問題等の解消に努めた。

交通安全対策費 3,921 小矢部市交通安全対策協議会（構成委員31人）
　交通安全運動に合わせて、全体会を２回、幹事会を４回開催し、交通事故
防止の啓発を行った。

小矢部市交通指導員協議会（構成委員2１人）
　全体会を４回、役員会を４回開催したほか、交通安全意識の高揚のため街
頭指導などを行った。

令和５年度

54 64

　令和６年６月８日（土）にクロスランドおやべセレナホールにおいて、令和６
年度小矢部市人権のつどいにおいて人権啓発キャンペーンを開催し、人権
啓発講座及び人権に関する講演を実施し、啓発物品等を配付した。

　令和６年７月から９月にかけて、市内小学校２校において、ベゴニアの花を
贈呈し、ベゴニアを育てることで、人を思いやる心を育む、人権の花運動を
実施した。

　令和７年３月２日（日）にクロスランドおやべセレナホールにおいて、令和６
年度小矢部市男女共同参画市民のつどいに併せて人権啓発キャンペーン
を実施し、啓発物品等を配付した。

相談件数

6 生活安全対策費

事業名 事業費

目

事業内容及び成果

  千円

令和６年度
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款 2 総務費 項　 1 総務管理費

・市総合防災訓練の実施 約250人参加（令和５年度 約200人参加）

・地区防災訓練の実施 17地区実施（令和５年度 15地区実施）

・防災士育成数 25人育成（令和５年度 10人育成）

※特例認定、取得補助金申請含む

・防災出前講座の実施 20回実施、841人参加

（令和５年度 27回実施、857人参加）

・市防災緊急メール登録者数 4,258人登録（令和５年度 4,107人登録）

款 2 総務費 項　 1 総務管理費

市営バス利用者数（延べ） （単位：人）

防災事業費 18,709 　災害への予防や対応のため、食料等の備蓄、避難所の資機材整備や自
主防災会等の支援など行った。
　また、避難行動要支援者制度による名簿登録の周知を行うとともに、地区
住民が主体となった市総合防災訓練（令和６年度は石動西部地区）の実施、
地区防災訓練の実施等を通じて、市民の防災意識の向上を図るとともに、防
災士の育成を支援するなど、地域防災力の向上を図った。

目 7

  千円

  千円

防災費

12,517

合計 36,469

事業内容及び成果

目 地域公共交通対策費8

令和６年度 令和５年度

メルバス 12,412 23,920

乗合タクシー 32

68,757 　公共交通空白地域において、メルバス（５路線、市有バスを使用した運行
業務委託）の運行を行った。また、４月からＡＩオンデマンド交通（チョイソコお
やべ）の本格運行を開始した。

区分

市営バス事業費

事業名 事業費

事業内容及び成果事業費

チョイソコおやべ 25,514

37,926

事業名
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市地域公共交通活性化協議会運営費等 千円
民営乗合バス（石動線、加越線、若林線）維持対策補助金 千円
民営乗合バス路線維持対策連絡協議会生活路線維持対策費 千円
民営乗合バス通学定期券購入費補助金（高校生等対象） 千円
民営乗合バス燃料価格高騰対策支援事業費補助金 千円
タクシー事業者燃料価格高騰対策支援事業費補助金 千円
民営乗合バス利用体験会 千円
親子でおでかけ事業 千円

款 2 総務費 項　 1 総務管理費

  千円

秘書費 9,791 ・小矢部市開発の祖感謝祭をクロスランドおやべセレナホールにて開催した
（10月７日）。

・誕生お祝い事業として、子供が生まれた市内の家庭に①バラの花束、②特
産品引換券１枚、③ベビー用前かけと食事用エプロンのセット、④名前・誕生
日・身長・体重の刻印が入った写真立ての４つの中から選択した２つを贈呈
した（令和６年度118人、令和５年度137人）。
　さらに、第３子以降の子供が生まれた場合は、上記に加えて、メルヘン米又
は稲葉メルヘン牛に交換できる特産品引換券を６枚贈呈した（令和６年度25
人、令和５年度41人）。

・結婚お祝い事業として、婚姻届を出した市内在住の夫婦にレタックス及び
結婚記念の缶バッジセットを贈った（令和６年度29組、令和５年度31組）。

・全国市長会総会や北信越市長会総会への出席に関する事務を行った。ま
た、中央陳情等遠方での公務を含め、市長・副市長のスケジュールを適正に
管理した。

304
37
60
40
29

公共交通対策事業費
（繰越明許費）

473 　燃料価格高騰対策支援事業費補助金を市内タクシー事業者３社（有限会
社津沢タクシー、株式会社石動タクシー、高岡交通株式会社）、バス事業者
１社（加越能バス株式会社）へ交付した。

9 秘書広報費

事業費

公共交通対策事業費 18,756 　小矢部市地域公共交通活性化協議会（構成委員22人）を、５回開催（うち
書面協議３回）した。

　親子でおでかけ事業を実施し、市内の小学生を対象に夏休み期間限定で
無料乗車券を配布し、公共交通機関の利用促進を図った。

　民営乗合バス通学定期券購入費補助金を新設し、市内在住高校生等に
対して民営乗合バス通学定期券購に助成を行った。

　加越能バス株式会社の協力を得て、クロスランドおやべを会場とした「おや
べ元気フェスティバル」（令和６年10月12日（土））開催時に、民営乗合バス利
用体験会を実施した。

126
12,581

事業名

5,579

自治功労者表彰費 821

事業内容及び成果

目

・小矢部市表彰条例に基づく市政功労者表彰（６個人、０団体）、自治功労
者表彰規程に基づく自治功労者表彰（１個人）、高額寄付者感謝状要綱に
基づく高額寄付者感謝状贈呈（４個人、１団体）を行った。

8



款 2 総務費 項　 1 総務管理費

・市民の市政への理解や関心を高めるため、市民の希望する日時・場所へ
市職員が出向き、市政について説明を行う市政出前講座「めるへん市民塾」
を37回開催し、1,579人（令和５年度 27回625人）が受講した。

  千円

10

719 　隣接する金沢市や津幡町、姉妹都市の北海道沼田町との交流事業、全国
散居村連絡協議会総会・サミットへの出席に関する事務を行った。

金沢市…金沢・小矢部連絡会（広域観光マップ作成）

津幡町…小矢部市・津幡町交流推進協議会視察研修、イベント交流

沼田町…交流事業
　　　　　　（蟹谷中学校生徒が沼田町を訪問し、沼田中学校生徒と交流）
　　　　　　（沼田町開拓130周年記念とした交流）

　全国散居村連絡協議会…総会・サミット出席

企画費目

4,732 　小矢部市ケーブルテレビにおける番組の企画構成等を行うとともに、市民
に親しまれる番組づくりに努めた。また、おやべコミュニティチャンネルとTST
コミュニティチャンネルの統合を図った。
　令和７年３月31日現在接続世帯数　7,054件、接続率71.6％
　令和６年３月31日現在接続世帯数　7,076件、接続率71.9％

事業内容及び成果事業名 事業費

市町交流費

9,477 ・市の行政情報を伝えるため、「広報おやべ」を毎月１回9,900部発行し、市
内全世帯、市外の市出身者、関係機関等に配布した。

・市民の意見や提案を広く聴くため、「広報おやべ」６月号で「市長への手
紙」用紙の折込みを行い、84件（令和５年度73件）の意見を受け付けた。

広報広聴事業費

コミュニティ放送事業費

9



・重点要望事務費 278千円

・地方創生推進事業 3,021千円

　新たに第３期小矢部市総合戦略の策定を行った。

　計画策定委託料、おやべルネサンス市民会議委員謝礼　など

・富山県並行在来線経営安定基金拠出金 34,400千円

・土地対策事業 80千円

・携帯電話不感地帯解消事業 63千円

・シティプロモーション事業 207千円

・ふるさとおやべ応援事業

　ふるさとおやべ応援寄附金に関する事務を行った。

○ふるさと納税事務費 38,911千円

○ふるさとおやべ応援基金積立金 90,116千円

令和６年４月～令和７年３月の寄附実績

個人　 3,711件 88,155,000円

法人・団体　　 ３件 5,535,956円

法人（企業版）　　 １件 10,000,000円

・並行在来線燃料価格高騰対策支援事業補助金 500千円

・富山県立石動高等学校創立100周年記念事業開催 3,000千円

　事業補助金

・台湾交流事業補助金 2,000千円

・その他事務費等 584千円

・並行在来線燃料価格高騰対策支援事業補助金 1,576千円

・包括連携協定による講師派遣謝礼

・とやま呉西圏域連携事業負担金

・高岡地区広域圏事務組合分担金 9,312千円

・とやま呉西圏域都市圏ビジョン推進事業負担金 159千円

高等教育機関等連携
事業費

159 10千円

149千円

企画事務費 173,160

　令和７年度に実施が予定されている事業であって、補助金等の国又は県
その他機関からの支援を伴うものについて、予算付け等の要望活動を行っ
た。

 　富山県並行在来線会社である「あいの風とやま鉄道㈱」の経営安定基金
である「富山県並行在来線経営安定基金」への拠出を行った。

　国土利用法や富山県土地対策要綱に基づく届出について受付・調整を
行い、県へと進達した。

　携帯電話不感地帯解消事業として整備した小矢部森屋基地局及び伝送
路の維持管理を行った。

　シティプロモーション戦略プランに基づき、広報おやべ連載、プロスポー
ツイベント「小矢部の日」などを行った。

広域行政推進事業費 9,471

　３市（高岡市、氷見市、小矢部市）で構成される高岡地区広域圏事務組
合の運営費などを負担し、また組合の運営にも協力した。

企画事務費
（繰越明許費）

1,576

10



款 2 総務費 項　 1 総務管理費

・予算概要説明書作成費 79千円

・財務書類作成支援業務委託費等 3,381千円

・市町村会館管理組合等負担金 2,162千円

・その他の財政管理費 909千円

款 2 総務費 項　 1 総務管理費

主として次の事業を行い、市有財産の維持管理に努めた。

・建物・自動車等損害保険手続 6,840千円

・借地料（行政財産等下地面）の支払 4,933千円

・市有財産草刈り・樹木剪定等 652千円

・財務書類作成支援業務委託 1,265千円

・旧３保育所解体工事実施設計 5,918千円

・旧北蟹谷保育所解体工事 37,950千円

・旧藪波保育所解体工事 52,800千円

・旧東蟹谷保育所解体工事 16,720千円

・その他の市有財産管理費 2,883千円

主として次の事業を行い、本庁舎の維持管理に努めた。

・燃料費（冷暖房用、LPガス）の支払 4,644千円

・光熱水費の支払い 17,627千円

・庁舎一般修繕 5,166千円

・警備業務委託 9,786千円

・清掃業務委託 2,100千円

・電話交換等業務委託 4,470千円

・庁舎整備基金積立 100,145千円

（令和５年度末残高 258,048千円 ）

（令和６年度末残高 358,193千円 ）

・その他の庁舎維持管理費 6,310千円

事業名

  千円

  千円

庁舎維持管理費 150,248

（28,862千円翌年繰越）

財産管理費

11

事業費

財政管理費 6,531 　予算編成及び予算執行の審査・調整を行うなど、適正な予算執行管理に
努めた。
　予算概要説明書「みんなで考えよう　おやべの予算」を発行した。
　県内の市町村が合わせて支出する補助金や負担金を富山県市町村会館
管理組合等負担金として納付した。

目

事業名

財政管理費目

事業費

市有財産管理費 129,961

事業内容及び成果

事業内容及び成果

12

11



本庁舎整備事業として、主に次の事業を行った。

・小矢部市本庁舎整備事業基本計画策定及び基本設計業務

契約額41,470千円のうち、12,440千円 （前払金）

・小矢部市新庁舎整備事業現況測量業務 4,785千円

・小矢部市新庁舎整備事業敷地測量業務 1,598千円

・その他の本庁舎整備事務費 600千円

・共用車両燃料費 1,809千円

・共用車両修繕費 685千円

・マイクロバス運行費等 1,775千円

・電気自動車購入費 2,351千円

・その他の管理費 1,749千円

款 2 総務費 項　 1 総務管理費

8,369 　職員が公務に使用する共用車両17台（マイクロバス1台を含む。）について、
車両の点検や修繕等を行い、適正で安全な運行管理に努めた。
　公用車のグリーン化を推進するため、電気自動車を１台購入した。

おやべ型１％まちづくり
事業費

6,681

協働のまちづくり推進
費

本庁舎整備事業費 19,423

車両管理費

事業内容及び成果

  千円

　家庭や職場、地域などのあらゆる分野で男女がともに参画し、対等な立場
で考え、責任を担い行動できる男女共同参画社会の実現を目指し、「第３次
男女共同参画プラン」を策定し、その推進を図り、市民のつどいや出前講座
（令和６年度：４回　令和５年度：４回）、男女共同参画あったか川柳募集（応
募数　令和６年度：765首　令和５年度：592首）などを通じて啓発活動を行っ
た。また、「おやべイクボス宣言事業所」登録を推進した。（新規登録事業所
数　令和６年度：３事業所　令和５年度：12事業所）

　「市民と行政の協働のまちづくり」を進めるため、おやべ型協働のまちづくり
会議や協働のまちづくり講座（参加人数　令和６年度：56人 令和５年度：46
人）などの事業を行った。

事業名 事業費

1,524

定住支援費13目

　個人市民税の１％に相当する額を財源として、「地域の活性化や特色ある
まちづくりの推進を目的として、市民自らが考え、みんなで一緒に行動する
事業」を採択し補助金を交付した。
令和６年度　採択数　63件（うち新規４件、継続59件、中止１件）
　　　　　　　　決算額　6,635千円　執行率82.9％
令和５年度　採択数　63件（うち新規５件、継続58件、中止２件）
　　　　　　　　決算額　6,368千円　執行率79.6％

結婚活動支援事業費 4,017 　少子化対策の一環として、市民等の結婚活動の支援事業を実施した。
　「おやべの縁結びさん」の設置（令和６年度：27人登録　令和５年度：30人
登録）や「おやべ縁結びの会」の活動支援を行うとともに、「縁結びさん」の活
動との相乗効果を図るため、婚活イベント等を委託により実施し、独身者の
結婚活動を支援した。（成婚　令和６年度:５組　令和５年度：６組）
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住宅取得助成：44件(令和５年度:46件)

賃貸住宅家賃助成：16件※経過措置（令和５年度:41件）

結婚新生活支援補助：５件（令和５年度:２件）

　テレワーク体験事業助成：７件（令和５年度:２件）

　首都圏等での移住セミナー

　移住・定住関連事業

　定住促進PRパンフレット等印刷費

　とやま呉西圏域移住サポートステーション事業

　地域おこし協力隊受入事業

　その他事務費等

款 2 総務費 項　 1 総務管理費

　市民の教養文化活動を促進し、地域社会の活性化に資するため、

(1) 多目的ホール、会議室などの貸館業務や図書コーナーにおいて

　利用者が快適に利用できるよう施設運営を行った。

施設（貸館）利用者数

令和５年度　19,740人

図書コーナー利用者数 令和６年度　14,190人

令和５年度　13,448人　

　業務を行った。

窓口利用者数 令和６年度　2,052人

216千円

40,674千円

1,020千円

定住促進奨学金返還助成：15件※経過措置（令和５年度:26
件）

14

事業内容及び成果

  千円

10,240

　次の事項に重点を置いた業務を行った。

令和６年度　21,010人

(2) 総合窓口業務が円滑に進むよう、市の関係各課と連携を図りながら

令和５年度　2,616人

津沢コミュニティプラザ
管理運営費

令和６年度　新規登録25件、助成件数18件（うち３件家財道具等処分費助
成）（令和５年度　新規登録34件、助成件数13件）

空き家バンク活用リフォーム事業助成金：１件（令和５年度:２
件）

200千円

　令和６年度末 １人委嘱（令和５年度末　２人）

203千円

5,282千円

306千円

　空き家・空き地情報バンク活用促進事業助成金 1,520千円

934千円

909千円

235千円

184千円

定住促進対策事業費 52,066 　定住人口の増加を図るため、市内で住宅を取得した新婚世帯や転入世
帯の方への住宅取得費の一部助成を行うとともに、空き家・空き地の情報
提供を行った。
　助成事業を活用した転入者数　令和６年度:82人（令和５年度：99人）

　また、首都圏等で行われる移住イベントに積極的に参加し、本市の魅力
を発信した。

　地域おこし協力隊受入事業においては、都市住民等の地域外の人材を
誘致し、地域おこし活動を通してその定住・定着を図る。

383千円

目 津沢コミュニティプラザ費

事業名 事業費

　高圧ケーブル更新(キュービクルまでの引込み部分)の電気設備改修工事
を行った。

13



款 2 総務費 項　 1 総務管理費

　市税、国や県からの交付金等の収入、各種事業の支出を始め、以下の

事務を行った。

・安全かつ効率的な公金管理

・金銭出納事務

・市保有基金保管事務

・市指定金融機関指導検査

・決算書作成事務

・備品台帳の管理事務

款 2 総務費 項　 1 総務管理費

款 2 総務費 項　 1 総務管理費

・孫とおでかけ支援事業　　　

　住民の福祉の増進を図るため、学校・社会教育・体育・レクリエーションなど
の宿泊、研修の場として設置している施設であり、指定管理者（㈱共立ソ
リューションズ）が管理運営を行っている。
　利用者数：宿泊3,888人、休憩630人、研修室利用13人
　（令和5年度：宿泊3,971人、休憩507人、研修室利用153人）

岩尾滝くつろぎ交流館
管理運営費

4,496 　市民相互の交流の場や各種スポーツ・レクリエーション活動の拠点として維
持するため、指定管理者（NPO法人山の店）が管理運営を行っている。
　利用者数：4,903人（令和５年度：4,166人）

交流推進事業費 696

会計管理費

目 17

目

  千円

会計管理費 3,202

公平委員会運営費 204
小矢部市公平委員会（構成委員３人）
「職員団体登録事項の変更について」（令和６年７月18日開催）を議題とし、
公平委員会を開催した。

事業費 事業内容及び成果

　祖父母と孫（ひ孫）が一緒に、対象施設に来館した場合に利用料を無料と
することにより、高齢者等の外出機会増、世代間交流を促進し、地域の文化
や歴史、科学への関心を広めた。
　利用者数：2,864人
(令和５年度:2,791人）

交流推進費

事業名 事業費 事業内容及び成果

15

  千円

サイクリングターミナル
管理運営費

8,444

事業名

事業名 事業費 事業内容及び成果

目 16

  千円

公平委員会費

14



款 2 総務費 項　 1 総務管理費

財政調整基金の残高

款 2 総務費 項　 1 総務管理費

減債基金の残高

款 2 総務費 項　 2 徴税費

事業費 事業内容及び成果

目 1 税務総務費

税務行政推進費

403,219,401円

252,263,000円

789 　市税の確保を目指した適切な納付対策や啓発活動等について、各種団体
との連絡調整を行うとともに、その推進に努めた。

令和６年度末現在高

  千円

財政調整基金積立金 142,315

令和５年度末現在高　 1,250,379,745円

令和６年度新規積立金 141,577,000円

令和６年度利子積立金

  千円

固定資産評価審査委
員会運営費

49 固定資産評価審査委員会（構成委員３人）
　固定資産課税台帳の閲覧状況や令和６年度固定資産税課税状況につい
ての報告、委員長及び職務代理の選任を議題とし、固定資産評価審査委員
会を開催した。（令和７年１月10日開催）

  千円

減債基金積立金 252,398

令和５年度末現在高　 240,820,945円

令和６年度新規積立金

18 財政調整基金費

737,811円

令和６年度取崩し額 230,000,000円

令和６年度末現在高 1,162,694,556円

事業名

事業名

19 減債基金費

事業費

令和６年度利子積立金 135,456円

令和６年度取崩し額 90,000,000円

事業名 事業費 事業内容及び成果

目

目

事業内容及び成果
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款 2 総務費 項　 2 徴税費

目 2 賦課徴収費

  千円

賦課徴収事務費 51,504 　適正かつ公平な課税と円滑な納税を目途として、税全体に対する市民の
信頼を得るために、法令などの熟知や窓口対応など職員の研修に努め、的
確な所得の把握、適正な固定資産の評価などを行った。
　また、市の財政運営安定のため自主納税の啓発や納税貯蓄組合を推進団
体として納税意識の高揚に努めるとともに、徴収率の向上と収入未済額の減
少に努めた。
　令和６年度は、市税の徴収率が0.24ポイント下降したが、97％台を維持し
ており、収入額においては、評価替えによる固定資産税と定額減税による市
民税の減収により、市税全体で137,365,081円減少した。

調定額 収入額

令和５年度 4,860,944,591円 4,744,953,400円 97.61%

事業名 事業費 事業内容及び成果

徴収率

令和６年度 4,732,023,926円 4,607,588,319円 97.37%

　定額減税調整給付金に係るシステム対応業務及びプリント委託業務の委
託を行った。

賦課徴収事務費
（繰越明許費）

7,076
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款 2 総務費 項　 3 戸籍住民基本台帳費

マイナンバーカード発行件数 1,985件 2,808件

マイナンバーカード更新件数 1,558件 367件

諸証明交付件数 374件 349件

(3) 個人番号カード事務費　19,148千円

　マイナンバーカードの発行や更新業務等を正確かつ迅速に処理するよう
努めた。
　また、親切丁寧な窓口対応を図り、個人情報保護と市民サービスの向上
に努めた。

　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律等の一部を改正する法律が令和５年６月９日に公布され、これを受けて戸
籍・住民票に氏名の振り仮名を追加する機能の改修が求められた。施行日
は、公布の日から２年以内とされ、令和５年度中にシステム改修の仕様が定ま
らなかったため繰越しとなったもの。

　戸籍、戸籍附票及びコンビニ交付システム改修　　  　　8,316千円
　住民基本台帳システム改修　　　　　　　　　　　　　　　　　5,170千円

(2) 住民基本台帳事務費　1,201千円

  住民異動及び、証明関係事務を正確かつ迅速に処理するよう努めた。
  また、広域窓口サービスになどにより利便性を高めるとともに親切丁寧な
窓口対応を図り、個人情報保護と市民サービスの向上に努めた。

593件

戸籍届出件数 1,228件 1,235件

戸籍謄・抄本等交付件数 11,276件 12,410件

令和６年度 令和５年度

区分 令和６年度 令和５年度

住民異動届出件数 2,463件 2,387件

住民票・戸籍の附票等の交付件数 10,813件 11,446件

印鑑登録・証明件数

事業名

戸籍住民基本台帳事
務費

59,889 (1) 戸籍事務費　　39,540千円

　  戸籍事務及び証明関係事務を正確かつ迅速に処理するよう努めた。
  また、広域窓口サービスなどにより利便性を高めるとともに親切丁寧な窓
口対応を図り、個人情報保護と市民サービスの向上に努めた。

区分 令和６年度 令和５年度

戸籍住民基本台帳事
務費
（繰越明許費）

13,486

諸証明交付件数 631件

区分

  千円

6,709件 6,553件

事業費 事業内容及び成果

1目 戸籍住民基本台帳費
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款 2 総務費 項　 4 選挙費

選挙管理委員会の運営及び選挙啓発活動を行った。

・選挙管理委員会の開催

令和５年度

・明るい選挙啓発ポスターの募集 50作品（前年度 71作品）

款 2 総務費 項　 4 選挙費

県知事選挙の執行事務を行った。

　令和６年10月27日執行　投票率61.25％

　（前回　令和２年10月25日執行　投票率66.6％）

款 2 総務費 項　 4 選挙費

衆議院議員選挙の執行事務を行った。

　令和６年10月27日執行　投票率61.11％

　（前回 令和３年10月31日執行、投票率59.49％）

款 2 総務費 項　 5 統計調査費

　国・県からの委託により、各種統計調査を実施した。

　毎月調査 ・富山県人口移動調査（調査期日　毎月１日）　

　毎年調査 ・学校基本調査（調査期日　５月１日）

　周期調査 ・令和６年全国家計構造調査（調査期間　10月～11月）

・2025年農林業センサス（調査期日　２月１日）

　その他　 ・統計調査員確保対策事務

・経済センサス調査区管理事務

目 2 指定統計等調査費

  千円

選挙管理委員会運営
費

629

８回開催
内訳：選挙人名簿の定時登録関連４回、選挙関
連４回
４回開催
内訳：選挙人名簿の定時登録関連４回

目 2 県知事選挙費

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

県知事選挙費 9,898

目 3 衆議院議員選挙費

事業名 事業費

衆議院議員選挙費 13,149

事業内容及び成果

  千円

事業名 事業費

選挙管理委員会費1目

  千円

指定統計等調査費 4,613

事業内容及び成果

事業名 事業費 事業内容及び成果
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款 2 総務費 項　 6 監査委員費

市長から独立した立場で、次の監査等を行った。

・ 例月出納検査（毎月１回）

・定期監査（全局課）

・財政援助団体等監査（指定管理者、財政援助団体）

・ 決算審査（全局課）

・財政健全化法に基づく審査（年１回）

・現金実査（年１回）

款 2 総務費 項　 7 検査費

検査実施状況　（令和６年度 254件、令和５年度 267件）

  千円

工事等検査事務費 10 　市が発注した工事及び業務の完成・完了を確認するため、適正かつ能率
的な検査に努め、適正な品質・出来形の確保を図った。

  千円

監査委員運営費 848

事業内容及び成果

目 1 検査費

事業名 事業費

事業名 事業費

監査委員費目

事業内容及び成果

1
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款 3 民生費 項　 1 社会福祉費

　民生委員児童委員協議会及び単位民協活動の支援を行った。

　委員数　80人

　福祉バス　　　利用回数 R6 11回　Ｒ5 30回

・小矢部市社会福祉協議会事業への補助金

・富山県養得園への賛助金

・小矢部市遺族会及び小矢部市保護司会等への補助金

R6 0人　　R5 0人

R6 1人　　R5 0人

　生活保護に至る前の生活困窮者に自立支援策を実施した。

・自立相談支援事業

・家計改善支援事業（新規事業）

・住居確保給付金

・就労準備支援事業

　・給付世帯　2,005世帯（うち令和６年度22世帯）

目 1 社会福祉総務費

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

民生委員児童委員活
動費

5,854

　相談・支援件数　 1,477件（R6)　1,586件（R5)

　その他活動件数　7,153件（R6)　7,442件（R5)

社会福祉事務費 771 　戦没者追悼式の挙行、福祉バスの運行等を行った。

社会福祉団体活動推
進費

23,366 　社会福祉協議会、遺族会等各種団体の活動を推進するための助成等を
行った。

　法人活動事業費、ふれあいのまちづくり事業費、ケアネット型事業費、
日常生活自立支援事業費等

行旅病人等救護事業
費

182 　行旅病人等に対し救護費を支給する。

　身寄りのない人の火葬、葬祭及び永代供養を行った。

生活困窮者自立支援
事業費

12,688

　生活困窮者の相談を受け、自立支援計画を策定し関係機関と連絡調
整を行い支援を実施した。

R6新規相談 27件 プラン作成 4件　　R5新規相談 11件 プラン作成 4件

　生活困窮者の家計管理能力を高める生活再建支援策の実施
　　新規相談 3件 プラン作成1件

　離職者に対して、住宅手当を支給し、就労機会の確保に向けた支援を
行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ6 0人　　Ｒ5 0人

　就労経験のない人等が就労に結びつくよう基本的な生活習慣の獲得を
目指す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ6　0人　　Ｒ5　0人

電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急支援給
付金給付事業費
（繰越明許費）

2,016
　令和５年度住民税非課税世帯等へ１世帯当たり７万円の電力・ガス・食
料品等価格高騰重点支援給付金を給付した。
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対象者数　110人（令和７年度へ繰越し）

対象者数　150人（令和７年度へ繰越し）

款 3 民生費 項　 1 社会福祉費

　総合保健福祉センターの維持管理を行った。　総合保健福祉センターの維持管理を行った。

事業内容及び成果

目 2 総合保健福祉センター管理費

事業名 事業費

総合保健福祉センター
管理事業費
（繰越明許費）

1,007

  千円

総合保健福祉センター
管理事業費

27,869

・総合保健福祉センター制御盤内基盤取替工事　　　1,006,500円

低所得者支援給付金
給付事業費

269,719 　
　１　定額減税しきれないと見込まれる人へ調整給付金を支給した。
　　 給付人数　9,415人 （扶養親族等含む）
　
　２　令和６年度住民税非課税世帯へ３万円の物価高騰支援給付金を支
　 給した。
　　 給付世帯　1,739世帯（361世帯分令和７年度へ繰越し）

　
　３　低所得の子育て世帯を支援するため、給付金を支給する。

・要保護、準要保護世帯（就学援助費助成対象世帯）の児童生徒１人当
たり５万円を支給

低所得者支援給付金
給付事業費
（繰越明許費）

60,372
　１　令和５年度住民税均等割のみ課税世帯へ1世帯当たり10万円の物価
　 高騰対応重点支援給付金を支給した。
　 　給付世帯　572世帯（うち令和６年度232世帯）
　
　２　令和５年度住民税非課税世帯及び均等割のみ課税世帯のうち18歳
　 以下の児童が属する世帯へ児童１人当たり5万円を加算して給付した。
 　　給付世帯　95世帯・児童170人分（うち令和６年度19世帯・児童37人分）

　３　令和６年度新たな住民税非課税世帯又は均等割のみ課税世帯へ１
　 世帯当たり10万円の低所得者支援給付金を支給した。
　 　給付世帯　279世帯（全て令和６年度）

　４　３の世帯のうち18歳以下の児童が属する世帯へ児童１人当たり５万円
　を加算して給付した。
 　　給付世帯　23世帯・児童35人分（全て令和６年度）

・２の世帯のうち18歳以下の児童１人当たり５万円を加算して支給
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款 3 民生費 項　 1 社会福祉費

・身体・知的障害者相談員

・寝具洗濯消毒乾燥事業 実施件数　　1件

・おむつ支給事業 支給者数　　7人 9人

・福祉タクシー利用券交付 16人 16人

・マーシ園木の香（旧療護ﾎｰﾑ）建設負担金

・身体障害者手帳交付 60件 60件

・療育手帳交付 11件 8件

・精神保健福祉手帳交付受付（所持者）

・共同生活援助 延べ

・居宅介護 延べ

・行動援護 延べ

・同行援護 延べ

・計画相談支援 延べ

・施設入所支援 延べ

・就労移行支援 延べ

・就労継続支援Ａ型 延べ

・就労継続支援Ｂ型 延べ

・生活介護 延べ

・短期入所 延べ

・療養介護 延べ

・自立訓練 延べ

・補装具給付 39件 33件

・更生医療給付 24人 27人

                              （腎臓7人、心臓13人、肝臓3人、免疫1人）

・自立支援医療（精神通院）支援認定者数 471件

・障害支援区分認定

・育成医療給付

・障害者通所費補助金　

事業内容及び成果

障害者福祉費

事業名 事業費

目 3

  千円

861人

障害者福祉推進事業
費

1,952 　障害者に対し、相談員の設置、サービスの提供、施設負担金の支払等を
行った。

相談員　　 12人

Ｒ６ Ｒ５

2件

　電気・ガス等価格高騰等に伴い障害福祉事業所へ支援金を給付した。

入所施設15万円/施設 給付1施設、通所施設5万円/施設 給付18施設

828人

48人 63人

892人 866人

580人 555人

17人 30人

373人 443人

46人

132人 132人

18人 1人

障害者自立支援給付
事業費

650,807
　障害福祉サービスの提供などにより、身体障害者の日常生活支援を行っ
た。

  Ｒ６   Ｒ５

295件 279件

532人 449人

169人 208人

12人 8人

834人 791人

43人

Ｒ６ ６回開催　審査件数 53件

Ｒ５ ６回開催　審査件数 65件

10人（R6）　　10人（R5）

58人交付（R6）　74人交付（R5）
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・手話通訳者派遣事業 延べ派遣件数 44件 76件

・障害者移動支援事業 利用回数 9回 6回

・自発的活動支援事業 延べ参加者数 594人 468人

・レクリエーション教室開催事業 延べ参加者数 144人 133人

・障害者スポーツ大会開催事業 延べ参加者数 130人 128人

・理解促進研修・啓発 参加者数 22人 21人

・身体障害者訪問入浴サービス事業 利用回数 49回 45回

・成年後見制度利用支援事業 利用件数 0件 0件

・日常生活用具給付事業 利用件数 693件 681件

・日中一時支援事業 利用回数 206回 92回

・成年後見制度法人後見支援事業 利用人数 0人 0人

・精神障害者退院支援事業 延べ利用件数　 7件 5件

・地域活動支援センター事業 延べ相談件数　 6,060件 5,943件

（基礎・機能強化）

・障害者相談支援事業 延べ相談件数　 2,820件 3,461件

・身体障害者用自動車改造費助成事業 0件 0件

・在宅重度障害者住宅改善費補助 0件 0件

・特別障害者手当　月額　 28,840円　 27,980円

受給者延件数 200件 192件

・障害児福祉手当　月額　14,880円 15,690円 15,220円

受給者延件数 62件 70件

・64歳まで　重度心身障害者 対象者数 182人 190人

助成件数 3,670件 3,640件

・65～69歳　軽度心身障害者 対象者数 22人 26人

助成件数 378件 431件

・65歳以上　中・重度心身障害者対象者数 533人 579人

助成件数 1,889件 2,065件

特別障害者等手当支
給費

6,686 　在宅重度障害者（児）で、常時介護を必要とする者に対し、手当の支給を
行った。

R６ R５

重度心身障害者等医
療費助成費

70,713 　64歳までの重度、65～69歳の軽度及び65歳以上の重・中度心身障害者
の方に対して、医療費の助成を行った。

R６

障害者地域生活支援
事業費

R５

45,321 　障害者が、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう支援す
るため各種社会参加促進事業を行った。

    R6          R5
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・児童発達支援 令和６年度　  延べ242人

（令和５年度　　延べ341人）

・放課後等デイサービス 令和６年度　　延べ487人

（令和５年度　　延べ533人）

・障害児相談支援 令和６年度　　延べ171人

（令和５年度　　延べ174人）

・保育所等訪問支援 令和６年度　　延べ１人

（令和５年度　　延べ１人）

款 3 民生費 項　 1 社会福祉費

　結婚50年を迎えた夫婦を招き、金婚をお祝いする会を開催した。

 

・高齢者祝い品等贈呈　　　　　　　　　　　　　　

令和５年度まで

・老人クラブ助成事業

長寿会連合会活動補助金　　　　　　　　　

単位長寿会活動補助金　　　　　　　　

・高齢者補聴器購入助成件数　75件　 （令和５年度　101件）

・老人福祉センター事業業務

老人福祉センターの運営業務をイルカ交通(株)に委託した。

・老人福祉センター利用券給付事業（令和５年度まで）　　　　　　　　　　

・老人福祉センター割引利用券助成事業（令和５年度まで）

利用延人数　　　18,946人

・特別養護老人ホーム等建設費償還分担金　　　

　

事業名 事業費

老人福祉対策費
（繰越明許費）

7,454 富山県地域介護・空間福祉整備等施設整備事業費補助金の交付

1件

  千円

金婚式記念事業費 78

参加夫婦 11組　（令和５年度15組）

老人福祉対策費 43,431 　いきいきと暮らせる健康長寿社会の実現に向け、高齢者の社会参加の促
進や施設整備を実施した。

百　歳      15人　（令和５年度23人）

米　寿　　  - 人　（令和５年度264人）

長寿会数　　　31　　　（令和５年度　　　31）

・高齢者おでかけ支援利用券助成事業（新規）

老人福祉費

事業内容及び成果

・富山県地域密着型介護基盤整備事業費補助金の交付

1件

障害児給付事業費 79,488 　障害児に対し、訓練、療育の機会を提供した。

目 4

会員数　　 5,006人　 （令和５年度　5,229人）

利用延人数       　-人　（令和５年度　5,110人）

利用延人数    　　-人　（令和５年度　11,429人）
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・高齢者が住みよい住宅改善支援事業補助金

一般世帯1件（令和５年度3件） 要介護者等世帯0件（令和５年度1件）　　

老人生きがいセンター講師謝礼　

（公社）小矢部市シルバー人材センター事業運営費補助金

（令和５年度342人（男215人・女127人））

指定管理料（(公社)小矢部市シルバー人材センター）　　

小矢部市高齢者健康交流センター　つざわランド

・指定管理料（(福)小矢部市社会福祉協議会）

小矢部市高齢者健康交流センター　あらかわサロン

・直営　指定管理料（(福)小矢部市社会福祉協議会）令和５年度まで

 (令和５年度　延べ 757人）

高齢者の健康づくりのため、学習会やミニスポーツ大会などを実施した。

・地域型在宅介護支援センター運営事業費　　　

地域型在宅介護支援センター ３箇所

・相談業務　　　

・予防給付マネジメント業務　　　

・在宅支援活動体制事業　  登録数851世帯　（令和５年度885世帯）

・在宅医療・介護推進事業

・認知症地域支援事業

高齢者住宅改善支援
事業費

198

高齢者の生きがいと社
会参加メニュー事業費

615 　高齢者の生きがいのため、陶芸、木工等の活動を老人生きがいセンターで
実施した。

登録者数            27人　（令和５年度　25人）

老人クラブ連合会が行
う健康づくり事業費

837 老人クラブ連合会が行う健康づくり事業補助金 延べ788人

地域包括支援センター
運営事業費

83,644 　地域包括ケアの中核として地域包括支援センターを設置し、高齢者や家
族に対する総合的な相談支援や予防給付マネジメント、介護支援専門員等
への支援を実施した。

延べ  3,480件　（令和５年度3,460件）

　延べ 2,218件　（令和５年度1931件）

シルバー人材センター
運営助成費

12,730 　高齢者の経験や技能を生かした働く場を提供し、高齢者自らの生きがいと
社会参加の促進を実施した。

登録者数　340人 （男203人・女137人）　

老人生きがいセンター
管理運営費

2,300

利用者数　1,651人　（令和５年度 1,779人）

高齢者健康交流セン
ター管理費

5,016 小矢部市高齢者健康交流センター指定管理料

利用者数　878人　　　（令和５年度 1,928人）　

利用者数　141人　　（令和５年度 1,302人）
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介護予防事業費

・介護予防把握事業　

・ふれあいいきいきサロン事業

・介護予防普及啓発事業　

・地域介護予防活動支援事業　

任意事業費

・家族介護教室事業　

・おむつ引換券支給事業

・認知症地域支援事業

・見守り配食支援事業

・成年後見制度利用支援事業 利用件数　2件（令和５年度2件）

・権利擁護人材育成

・高齢者等見守り支援事業　

生活支援事業費

・高齢福祉推進員設置事業

・寝具洗濯消毒乾燥事業　

・外出支援サービス事業　

・介護人手当給付事業　

年額　36，000円（月額3,000円）

６月ごとに給付　　延べ　326件 （令和５年度335件）

年額　60，000円（月額5,000円）

６月ごとに給付　　延べ　147件 （令和５年度172件）

  

・訪問型サービス

・通所型サービス

・介護予防マネジメント

 

高齢者地域支援事業
費

42,990 　「活動的な85歳」を目指し、要支援・要介護への移行や悪化防止を目的と
して「介護予防事業」、「任意事業」、「生活支援事業」を実施した。

延べ  2,294件　（令和５年度2,513件）

　　　4,844人　（令和５年度4,871人）

　助成 72団体 (令和５年度 75団体）

延べ 4,196人 （令和５年度3,806人）

延べ 3,831人  （令和５年度3,576人）

延べ　185人  (令和５年度207人）

支給者数　546人 (令和５年度568人）

登録者数　58人 (令和５年度46人）

設置台数　27台　（令和５年度19台）

委嘱者数　235人 (令和５年度235人）

実施件数　165件 （令和５年度204件）

登録者数　46人 (令和５年度69人）

・ひとり暮らし高齢者等除排雪支援事業　助成対象者世帯　8世帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和５年度3世帯）

・在宅要介護高齢者福祉金支給事業　

総合事業サービス事業
費

20,455 　要支援認定者及び基本チェックリスト該当者（事業対象者）を対象とし生活
機能の低下や要介護状態への進行を予防することを目的としてサービス事
業を実施した。

延べ    252人　（令和５年度242人）

延べ  1,581人　（令和５年度1,745人）
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款 3 民生費 項　 1 社会福祉費

砺波地方介護保険組合分担金

（内訳） 一般事務費等分担金　

認定等事務費分担金　

介護給付費負担金　

地域支援事業負担金

低所得者軽減負担金

要支援・要介護認定　認定者数（R7．3．31現在）

介護事業所への電力・ガス等価格高騰対策支援金

38事業所　　　　2,820千円

目

107.0%

5 介護保険費

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

介護保険制度事業費 596,324 593,351 千円

183人 171人

合計 2,071人 2,111人 98.1%

要介護　１ 482人 497人 97.0%

要介護　２ 384人 421人 91.2%

要介護　３ 343人 324人 105.9%

介護度　 R６年度末 前年度末

要介護　４ 279人 289人 96.5%

要介護　５ 183人 205人 89.3%

対前年比

要支援　１ 217人 204人 106.4%

要支援　２

39,605 千円

40,335 千円

467,201 千円

29,262 千円

16,948 千円
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款 3 民生費 項　 1 社会福祉費

１　国民年金関係書類の受付事務

351件

（資格取得届・住所変更届・手帳再交付申請など）

 　　(2) 保険料関係諸申請　　 147件

（保険料免除申請・口座振替申出書など）

 　　(3) 裁定請求書　　　　　　   　　　 6件

（障害・遺族基礎年金裁定請求書など）

　　 (4) 給付関係諸届　　　　 41件

（未支給請求書・障害状態確認届など）

２　年金相談事務

年金事務所出張相談　　 55件

（月１回）

款 3 民生費 項　 2 児童福祉費

・障害児童福祉年金(児童１人につき年額20,000円  半期10,000円）

　　　　　　　　　　 　　　      　　 

・心臓病児治療費補助金

対象者（18歳未満）　　令和６年度　０件　令和５年度　１件

令和６年度 対象者　４人 受診延べ件数 件

令和５年度 対象者　６人 受診延べ件数 件

養育医療給付事業費 584 　身体の発育が未熟なまま生まれ、指定医療機関（県内14箇所指定）におい
て入院を必要とする乳児に対して助成を行った。

6

26

事業費

6

事業名

児童福祉総務費

事業費 事業内容及び成果

基礎年金等事務費 579

1目

目 国民年金費

事業名 事業内容及び成果

  千円

こども及び妊産婦医療
費助成費

105,249 　 乳児・幼児・児童（高校３年生まで）の通院及び入院、妊産婦の特定の疾
病に係る医療費の助成を行った。

延べ件数　令和６年度　46,723件

（妊産婦150件、乳児2,260件、幼児16,260件、小・中学生23,282件、高校生4,771件）

延べ件数　令和５年度　46,000件

（妊産婦130件、乳児2,698件、幼児16,592件、小・中学生22,479件、高校生4,101件）

　国民年金に係る資格取得・喪失・裁定請求や学生納付特例、免除申請な
どの受付業務を行っている。また、「広報おやべ」に各種届出に関する案内
を掲載し、届出の周知に取り組むとともに、窓口応対時に制度説明を行い、
加入促進に繋がった。

 　　(1) 国民年金関係諸届

  千円

障害児年金等給付費 1,002 　心身に障害がある児童の保護者に障害児童福祉年金を支給した。

対象者（３歳以上20歳未満） 令和６年度　第１期　52人　第２期　48人

令和５年度　第１期　50人　第２期　50人
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・母子・父子自立支援員　　　　

・相談延べ件数

・遺児激励金 令和６年度　   ６人　令和５年度　   ３人

・遺児福祉金 令和６年度　135人　令和５年度　148人

・

令和６年度　198人　令和５年度　222人

・ 令和６年度　  15人　令和５年度   14人

子育て応援券配布児童数　　令和６年度　５人　令和５年度　８人

ひとり親家庭等福祉費 2,903 　ひとり親家庭等への経済的支援等を行った。

放課後児童クラブ利用料の助成　利用児童延べ人数　

子どもの学習支援事業等　　　　　　

母子家庭等自立支援
事業費

76 　母子・父子自立支援員がひとり親家庭等に対して生活・教育等の相談に応
じたり、求職活動に関する情報の提供等を行うなど、自立していくための支
援を行った。

令和６年度     １人　令和５年度 　  1人

令和６年度　151人　令和５年度　190人

・相談延べ件数　　 令和６年度　1,798件　令和５年度　2,029件

　子育て家庭の経済的支援と伴走型相談支援の充実を図るため、妊娠届出
時に５万円、出生届提出後に５万円を給付した。

令和６年度　出産応援給付金対象人数　125人　子育て応援給付金対象人数　125人

令和５年度　出産応援給付金対象人数　125人　子育て応援給付金対象人数　149人

ひとり親家庭等医療費
助成費

9,732 　ひとり親家庭等の児童とその母又は父及び養育者の医療費について、自
己負担分を助成した。

・助成対象者数　令和６年度　  276人　令和５年度　   301人

・受診件数　　　　令和６年度　2,941件　令和５年度　3,060件

こども家庭センター運
営費

27,941 　こども家庭課内に設置している「こども家庭センター」に、保育コンシェル
ジュ及び子育て支援コーディネーター、保健師を配置し、妊娠期から子育て
期にわたるまでの、母子保健事業や保育所等入所、子育て支援等の育児に
関する様々な相談に対応した。

・相談延べ件数　令和６年度　949件　　令和５年度　964件

　　「家庭児童相談室」を配置し、子どもの適性やしつけ、家庭における悩み
事等の相談業務を行った。

・家庭児童相談員　令和６年度　      ２人　令和５年度　     ３人

　児童手当・児童扶養手当・特別児童扶養手当に関する事務を行った。

子育て支援サービス普
及促進事業費

136 　とやまっ子子育て応援券配布及び令和６年10月から開始した「とみいくデ
ジタルポイント」の案内を行った。

児童手当等支給事務
費

3,261
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子育て支援センターひまわり（石動きらりこども園内）

利用者延べ数 令和６年度　1,128人　令和５年度　1,452人

子育て支援センターつぼみ（大谷こども園内）

利用者延べ数

子育て支援センターかんがるー（蟹谷こども園内）

利用者延べ数

平均児童数　令和６年度　312人　令和５年度　306人

令和６年度　 1,651人

令和５年度　 1,766人

令和６年度　 　　52人　

令和５年度　　 　53人　

利用延べ回数　令和６年度 40回　 令和５年度  104回

地域子育て支援拠点
事業費

47,120 　乳幼児とその保護者のふれあいと情報交換及び育児相談の場として「子育
て支援センター」を運営し、民間支援センターへは助成を行った。

・市子育て支援センター運営

令和６年度　3,131人　令和５年度　3,027人

児童福祉対策費

令和６年度　1,217人　令和５年度　1,509人

・民間子育て支援センターへの運営助成　令和6年度 4箇所 令和5年度 4箇所

放課後児童健全育成
費

65,533 　放課後児童クラブを開設し、放課後、保護者が家庭にいない児童の健全
育成を図った。

・市放課後児童クラブ運営（７箇所）

・民間放課後児童クラブへの助成　令和６年度 ３箇所　令和５年度 ３箇所

14,525 　児童の健全な育成を図るため、児童クラブやさんさん広場の活動助成を
行った。また、小矢部市こども計画を策定した。

　児童クラブ参加人数

　さんさん広場利用登録者数

子育て世代の経済的負担を軽減するため、こどものインフルエンザ予防接種
費用の一部を助成した。

利用人数　　　　令和６年度  1,714人　令和５年度  1,790人

利用延べ回数　令和６年度  2,518回　令和５年度　2,649回

ファミリーサポートセン
ター運営費

1,800 　子育てを支援するため、ファミリーサポートセンターの運営を行った。
　　運営委託先　小矢部市社会福祉協議会
利用者会員　　 令和６年度　35人　令和５年度　36人

ことばの教室設置費 8,430 　「ことばの教室」において言語発達や発育に不安を感じている幼児を対象に
相談・支援及び指導を行った。

・ことばの教室　令和６年度　利用児童数　 56人　利用延べ件数　485件

　　　　　　　　　 令和５年度　利用児童数　 67人　利用延べ件数　470件

児童福祉対策費
（繰越明許費）

13,521 子育て世帯への経済的支援と市産米の消費拡大を目的に、対象世帯へお
米引換券を配付した。（春：4,000円／１枚、秋4,500円／１枚）
　第４回　引換件数2,985人　引換率88.11％　児童1人につき１枚（10kg）
  （５，６月引換→引換件数　913人、11，12月引換→引換件数　2,072人）

（令和５年度）
　第３回　引換件数3,040人　引換率87.06％　児童1人につき１枚（10kg）
　（５，６月引換→引換件数　1,063人、11，12月引換→引換件数　1,977人）
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款 3 民生費 項　 2 児童福祉費

千円

全部支給者

一部支給者

2子加算

3子以降加算

（延人数）

児童措置費

事業費 事業内容及び成果

2

事業名

目

（延人数） （延人数）

15,000円/月
令和６年度 2,729 1,249 493 0

令和５年度 4,271 1,941 810 0

（延人数）

10,000円/月
令和６年度 0 12,566 1,708 0

令和５年度 0 19,468 2,721 0

（延人数） （延人数）

5,000円/月
令和６年度 0 0 0 544

令和５年度 0 0 0 842

3歳以上
中学校
修了前

手当額

15,000円/月 令和６年度 1,117 0 0 94

10,000円/月 令和６年度 0 6,341 1,930 1,113

児童手当 （令和６年10月制度改正後）

区分 被用者

非被用者0歳～
3歳未満

3歳以上
中学校
修了前

高校生
年代

手当額
（延人数） （延人数）

216

児童扶養手当給付費 41,098 　ひとり親家庭等の児童が健やかに成長することを目的に、手当を支給した。
　制度改正に伴い、令和６年11月分の手当から、所得限度額及び第３子以降
加算額が引き上げられた。

区　　分 給　付　額　（円） 延　人　数

月額　45,500
令和６年度　507
令和５年度　476

月額　45,490　～  10,740
令和６年度　464
令和５年度　533

月額　10,750　～　5,380
令和６年度　292
令和５年度　379

令和６年10月分まで
　月額　 6,450　～　3,230
令和６年11月分から
　月額 10,750　～　5,380

令和６年度　　88
令和５年度　　96

児童手当給付費 375,522 　次世代を担う全ての子どもの育ちを支える基礎的な経済支援として、高校
生年代（令和６年９月までは中学校修了前）までの子どもを養育している方に
手当を支給した。
　制度改正に伴い、令和６年10月より児童手当が拡充され、所得制限の撤
廃、支給期間が高校生年代まで延長、第３子以降の支給額が３万円に増額
となった。

児童手当・特例給付 

区分 被用者

非被用者 特例給付0歳～
3歳未満

30,000円/月 令和６年度 297 1,054 132
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款 3 民生費 項　 2 児童福祉費

（うち市外　38人）

（うち市外　23人）

　 保育が必要な乳児・幼児を民間保育施設において保育を行った。

（うち市外　222人）

（うち市外　236人）

目 3

事業名

0箇所 延児童数 0人

事業名

保育施設運営費

5箇所 延児童数 5,044人

管外公立

令和６年度
対象児童数等

令和５年度
対象児童数等

一時預かり 延べ 126人 延べ 179人

事業名（施設名）
令和６年度

利用者数（延べ）
令和５年度

利用者数（延べ）

病児・病後児保育(おやべにこにこ園) 183 132

延べ 98人 延べ 209人

途中入所保育 39人 56人

延長保育 3箇所

保育施設費

事業内容及び成果事業費

111,723 管内の公立５保育施設において、安全・安心な教育・保育環境を整備した。

途中入所保育 41人 38人

  千円

244,211 　教育・保育が必要な乳児・幼児を公立保育施設において教育・保育を行っ
た。

【令和６年度】

管内公立 5箇所 延児童数 4,945人

管外公立 １箇所 延児童数 ４人

【令和５年度】

管内公立

5,211人

管外私立 9箇所 延児童数 104人

事業名
令和６年度

対象児童数等
令和５年度

対象児童数等

3箇所 延児童数

乳児保育 4箇所 4箇所

保育施設管理費

乳児保育 3箇所 3箇所

民間保育施設運営費 600,867

【令和６年度】

管内私立 3箇所 延児童数 4,993人

管外私立 10箇所 延児童数 128人

【令和５年度】

管内私立

3箇所

一時預かり

　病気又は病気の回復期にあって、保護者が就労等の理由で保育の困難な
児童の一時保育を病児保育等実施施設において行った。
　※R6.7月から県内10市町間で広域受入開始

延長保育 5箇所 5箇所
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款 3 民生費 項　 3 生活保護費

生活保護施行事務費 ・生活保護世帯に対する自立助長の現業事務を実施した。

・生活保護医療、統計及び経理等事務を実施した。

・生活保護管理システムの改修を行った。

款 3 民生費 項　 3 生活保護費

生活保護世帯に扶助費の支給を行った。  

被保護世帯数、被保護人員及び保護率　（令和６年度末）

事業名

1 生活保護総務費

事業費 事業内容及び成果

目

44,044 1,753

目 2 扶助費

事業名 事業費 事業内容及び成果

生活保護扶助費

介護扶助費等

Ｒ６年度 45,760

  千円

8,572

  千円

92,785

保護世帯数　48世帯　　保護人員　58人　　保護率　2.14‰

（令和５年度末保護世帯数　46世帯　保護人員　50人　保護率　1.77‰）

（千円）

種別 生活扶助費等 医療扶助費等

39,364 2,779

Ｒ５年度 45,757
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款 3 民生費 項　 4 災害救助費

・被災住宅の応急修理（令和６年度88件　令和５年度4件）

・準半壊住家等解体費補助（令和６年度8件　令和５年度0件）

・不燃物処理場災害廃棄物受入等

・倒壊ブロック塀等収集運搬業務

・可燃性粗大ごみ運搬業務

・災害廃棄物廃家電等４品目等運搬業務　４回

・災害廃棄物　廃家電　再商品化　133台

・小矢部市環境センター災害廃棄物分別処理業務　等

・公費解体業務委託

・自費解体費用償還

・災害廃棄物処理及び仮置場管理運営業務

・公費解体支援業務委託

・住宅災害見舞金

・緊急修理費

・賃貸型応急住宅の賃貸料等

・被災住宅の応急修理（122件）

・準半壊住家等解体費補助（5件）

・不燃物処理場災害廃棄物受入等

・倒壊ブロック塀等収集運搬業務

・倒壊ブロック塀等収集運搬費償還金　23件

・可燃性粗大ごみ運搬業務

・小型家電運搬処理業務　2,290Kg

・廃プラスチック資源化業務　690Kg

・特定家庭用機器災害廃棄物リサイクル料金等償還金　６件

・小矢部市環境センター災害廃棄物分別処理業務　等

・公費解体業務委託

・自費解体費用償還

・災害廃棄物処理及び仮置場管理運営業務

・被災者再建支援金の給付

　令和６年１月能登半島地震への災害対応を行った。

目

災害救助事業費 249,636

事業名 事業費 事業内容及び成果

　令和６年１月能登半島地震への災害対応を行った。

1 災害救助費

  千円

・災害ボランティアセンターの運営委託
　R6.1.3～R6.12.16

　半壊-補修-複数世帯　500千円/件　9件
　半壊-補修-単数世帯　375千円/件　1件　　 　5,125千円
　半壊-賃貸-複数世帯　250千円/件　1件

災害救助事業費
（繰越明許費）

183,744
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款 4 衛生費 項　 1 保健衛生費

団体補助金及び負担金

庁用車管理費等　

・妊産婦健康診査事業

受診延数　 人

・出産等支援交通費助成事業

助成件数 件

件

人

件

件

・産後ケア事業

延数 件

件 （令和５年度30件※）

・産前・産後ヘルパー派遣事業（※令和６年４月から産前も対象）

延数 件

・乳児健康診査事業

受診延数　　 人

・幼児健康診査事業　

受診延数 人

妊産婦訪問指導等延数 人

母子保健相談指導延数 人

延数　 人

歯科管理指導延数（フッ素塗布） 人

むし歯予防教室等参加延数　　 人

フッ素洗口被指導者数 人

妊婦歯科健康診査受診数　　 人

　休日における地域住民の救急患者の医療体制確保を行った。

  千円

保健衛生推進費 832

在宅当番医制事業費 3,198

・育児等健康支援事業

779 (令和５年度694人）

177

48 (令和５年度30件）

・不育症治療費助成件数 1

デイサービス型 107

※R5.12月～R6.3月

(令和５年度990人）

1,997 (令和５年度2,092人）

57 (令和５年度68人）

目 1 保健衛生総務費

事業名 事業費 事業内容及び成果

(令和５年度１件）

育児等健康支援事業

訪問型 34 (令和５年度15件）

9

(令和５年度400人）

323 (令和５年度312人）

・母子訪問等指導事業

・むし歯予防パーフェクト作戦事業

(令和５年度212人）

1,218 (令和５年度1,418人）

(令和５年度24件）

母子保健推進費 36,989 　妊産婦、乳幼児等の保健及び栄養相談事業、母乳育児の推奨、育児支
援、家庭訪問、母子保健推進員育成事業、思春期教室、むし歯予防パー
フェクト作戦事業等の母子保健事業を実施した。

妊産婦健康診査事業

1,699 (令和５年度1,826人）

117 (令和５年度151件）

・新生児等聴覚検査費助成件数 113 (令和５年度133件）

不妊不育症治療費助成等事業

・不妊不育症相談延数 54 (令和５年度55人）

・不妊治療費助成件数

319

670 (令和５年度595人）

972
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救急告示病院運営補助

北陸中央病院運営補助金

砺波医療圏急患センター運営負担金

医療機関への電力・ガス等価格高騰対策支援金

健康づくり等の普及啓発の場として実施した。

参加者 1,220人 （令和５年度960人）

・基盤安定（保険者支援分） 千円

・基盤安定（税軽減分） 千円

・財政安定化支援事業 千円

・未就学児均等割保険料繰入金 千円

・産前産後保険料免除制度繰入金 千円

・地方単独医療費助成に係る国費等減額調整分 千円

・出産育児一時金 千円

・運営協議会委員報酬 千円

・呉西圏域連携事業負担金 千円

2,530

206

4

120,661 　保険基盤安定制度、国保財政安定化支援事業、出産育児一時金等一般
会計から繰出しを行っている。安定した国民健康保険財政の運営に寄与し
た。

39,985

11,772

救急医療情報事業費　 13

病院群輪番制事業費 8,830

138人 3回 156人

食生活改善推進員による
食生活改善伝達講習会

11回 366人 9回 341人

　公的病院、救急病院、消防本部等をオンラインでネットワーク化し、救急医
療への適切な対応を実施した。

　休日・夜間の医療体制の確保のため、病院群輪番制に加入している北陸
中央病院に対する補助を行った。

地域医療体制整備事
業費

116,321 　地域医療体制の充実のため以下の補助等を実施した。

25機関　　1,450千円

63,695

1,667

地域自殺対策緊急強
化事業費

640 　自殺予防支援体制の構築を図るため、相談会、相談対応者研修やゲート
キーパー養成研修等を実施した。

食生活改善推進事業
費

440 　栄養、運動、休養の調和を基に、健康づくり栄養教室を開催し、地域にお
ける健康づくり指導者を育成した。さらに、食生活改善推進員の育成指導、
食生活改善を中心とした地域の健康づくり事業を実施した。

区分
令和６年度 令和５年度

回数 参加者数

4回 23人

食生活改善推進員研修会

国民健康保険事業特
別会計繰出金

3回

生き活き健康フェステ
イバル事業費

131

517

285

回数 参加者数

健康づくり栄養教室 5回 76人
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款 4 衛生費 項　 1 保健衛生費

　感染症の罹患を防ぐため各種予防接種等を実施した。

BCG　接種者数　　 （令和５年度152人）

不活化ポリオ　接種者延数　　 （令和５年度1人）

５種混合　接種者延数　　

４種混合　接種者延数　　 （令和５年度657人）

3種混合　接種者延数　　 （令和５年度0人）

2種混合　接種者延数　　 （令和５年度172人）

麻しん風しん混合　接種者数 （令和５年度324人）

麻しん　接種者数　　　 （令和５年度0人）

風しん　接種者数　　 （令和５年度0人）

日本脳炎　接種者延数　　　 （令和５年度779人）

*疾患のある60～64歳を含む。 （令和５年度6,004人）

小児肺炎球菌　接種者延数 （令和５年度634人）

ヒブ感染症　接種者延数 （令和５年度636人）

（令和５年度390人）

水痘　接種者延数 （令和５年度284人）

Ｂ型肝炎　接種者延数 （令和５年度480人）

ロタウイルス感染症　　接種者延数 （令和５年度402人）

高齢者の肺炎球菌感染症　接種者数 （令和５年度360人）

風しん　抗体検査　受検者数 （令和５年度40人）

新型コロナウイルスワクチン（令和6年度～定期接種）

対象者65歳以上及び疾患のある60～64歳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　接種者数　 人 （令和５年度14,893人）

　結核住民検診を実施した。　　　　　　　　　　　

間接撮影(65歳以上）受診者数　　　 （令和５年度2,767人）

新型コロナウイルスワクチンの特例臨時接種終了に伴う業務を実施した。

　

　狂犬病予防法に基づき、犬の登録及び予防注射を実施した。　

　狂犬病予防のため、集団接種を年１回実施した。（他は獣医にて随時接種）

　　令和６年度登録頭数　1,059頭　（うち新規登録数44頭）

　　令和５年度登録頭数　1,105頭　（うち新規登録数33頭）

款 4 衛生費 項　 1 保健衛生費

  千円

感染予防費 117,840

128 人

0 人

346 人 ー

192 人

3 人

人

人

329 人

人

人

人

74

86

1,523

2,763

136 人

ヒトパピローマウイルス感染症　接種者延数 　1,058　人

286 人

365

180 人

324

新型コロナウイルスワク
チン接種事業費
（繰越明許費）

263

狂犬病予防対策費 444

目 2 予防費

事業名 事業内容及び成果事業費

　後期高齢者医療給付に係る小矢部市負担分、その他事務経費等市負担
分を後期高齢者医療特別会計へ繰り出している。

人

0 人

4 人

  千円

後期高齢者医療事業
特別会計繰出金

550,514

700 人

インフルエンザ（65歳以上*）　接種者数　　5,526　人

504

3 老人保健対策費

事業名 事業費

目

事業内容及び成果
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款 4 衛生費 項　 1 保健衛生費

・健康手帳の交付 交付数　　　544冊

・健康教育　実施回数 65回　 受講延数156人

・健康相談　実施回数 65回　相談延数　134人　（令和５年度61回、71人）　　

・がん患者補整具購入費助成事業 申請 12件

・健康診査　　

集団(すこやか）健診受診数　　

健康診査受診数　　

骨粗鬆症検診受診数　　

歯周疾患検診受診数

肝炎ウイルス検診受診数

・がん検診

がんの早期発見を図る。

胃検診受診総数　　

（再掲）胃施設検診受診数

子宮検診受診総数　　　　

（再掲）子宮施設検診受診数

乳がん検診受診数　

（再掲）乳がん施設検診受診数　

喀痰検査

肺がんCT検査

　大腸がん検診受診数　　

　前立腺がん検診受診数

・訪問指導　　　 訪問延数　　21人 （令和５年度1人）

健康診査等で健康管理上、保健指導が必要な者に対して訪問を実施した。

・健康ポイントサービス事業（とやま呉西圏域都市圏ビジョン連携事業）

健康増進対策事業費 41,386 　住民の健康増進と健やかな高齢期を迎えるために、総合的な健康づくり事
業を実施した。

（令和５年度17件）

　高血圧、脂質異常症、糖尿病等の疾病別に関する重点健康相談や総合
健康相談を実施した。

　966人　（令和５年度948人）

   335人　（令和５年度334人）

　1,020人　（令和５年度978人）

   256人　（令和５年度249人）

肺がん検診受診数(胸部レントゲン)    538人　（令和５年度589人）

      6人　（令和５年度5人）

    90人　（令和５年度64人）

2,711人　（令和５年度2,697人）

  千円

（令和５年度553冊）

　健康診査の記録、その他健康の保持のために必要な事項を記入し、自ら
の健康管理に努めるための手帳を交付した。

（令和５年度64回、71人）

　健康に関する知識の啓発普及を主とした集団・個別健康教育を実施した。

　生活習慣病予防対策として健康診査等を行い、その結果により保健指導
を実施し、壮年期からの健康についての認識を高めた。

  78人　（令和５年度79人）

　55人　（令和５年度92人）

健康増進対策費

事業内容及び成果

     12人 　（令和５年度8人）

   214人　（令和５年度216人）

   189人　（令和５年度158人）

  180人　（令和５年度251人）

1,310人　（令和５年度1,343人）

   782人　（令和５年度788人）

（再掲）大腸がん施設検診受診数　 2,215人　（令和５年度2,170人）

目 4

事業費事業名
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款 4 衛生費 項　 1 保健衛生費

　　用水路清掃管理　十一ヶ村用水、五ヶ村用水、津沢五ヶ村用水

　　一斉清掃　石動 令和６年４月７日、埴生・津沢 令和７年３月23日

　衛生害虫駆除剤の配布及び防除機の貸出しを行った。（防除機４台保有）

　道路等の犬猫等の死体回収処理を行った。

（令和６年度　処理数231匹　令和５年度　処理数270匹）

　スズメバチ駆除費補助金の交付を行った。

（令和６年度　21件　令和５年度　19件）

　公衆浴場衛生設備改善等補助金の交付を行った。（１件）

　一般公衆浴場光熱費高騰対策支援金の交付を行った。（１件）

市不法投棄監視員 18 人 18 人

不法投棄 35件 1.16 ㌧ 25件 1.03 ㌧

花壇協力団体 21 団体 21 団体

集団回収（古紙等）

環境衛生費

事業名

目

　衛生的で快適な生活環境の保全等を目的として、市環境保健衛生協議会
の協力のもと用水路清掃管理及び一斉清掃を実施した。

　ごみ減量化及び再生利用のため分別収集の徹底による資源ごみのリサイ
クル及びごみ減量化の推進を行った。

　また、エンジン式せん定枝処理機１基、電気式せん定枝処理機２基の貸出
事業及びせん定枝処理機購入補助金の交付により、せん定枝の有効活用と
ごみの減量化を図った。

区分 令和６年度 令和５年度

ごみ専用袋販売枚数 118,200 枚 113,950 枚

資源ごみの収集・処理量 377 ㌧ 402 ㌧

ごみステーション設置等補助 新設　１件 修繕　14件 新設　４件 修繕　４件

環境美化運動事業費 653

5

62 団体 166 ㌧ 62 団体 181 ㌧

　不法投棄防止、環境美化運動促進のため市不法投棄監視員による監視
活動を行うとともに、不法投棄防止花壇の造成への支援を行った。

区分 令和６年度 令和５年度

事業費 事業内容及び成果

生活環境衛生事業費 3,549

ごみ減量化及び再生
利用推進事業費

64,995

  千円
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　小矢部市ゼロカーボンシティ推進市民会議を１回開催。（構成委員12人）

合併処理浄化槽設置整備事業補助金 件 千円

合併処理浄化槽改造資金利子補給金 件 千円

合併処理浄化槽維持管理補助金 件 千円

事務費 千円

款 4 衛生費 項　 1 保健衛生費

　公害を防止するための調査及び指導を実施した。

　公害対策審議会を令和７年２月26日に開催した。（構成委員９人）

各種調査数（延べ） （単位：回）

合　　　計 363 373

悪　　　臭 9 11

地球環境保全対策事
業費

7,113

0 374 390

そ  の  他 0 0 5 2 0 0 5 2

11 17 0

43

16

水質汚濁 288 296 4 10 0 0 292 306

騒　　　音 42 42 2 1 0 0 44

0 0 9 14

振　　　動 8 8 0 1 0 0 8 9

　地域脱炭素移行・再エネ推進重点対策加速化事業補助金を新設し、太陽
光発電設備等を導入した市民及び事業者に対し補助を行った。
　（太陽光発電設備３件、蓄電池１件）

　木質バイオマスストーブ設置に対する補助を行った。
　（令和６年度３件、令和５年度３件）

合併処理浄化槽整備
事業費

事業費 事業内容及び成果事業名

目 6

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５

大気汚染 16 16 0 0 0 0 16

0 3

                       (令和５年度：12件　 11,474千円）

1 14

　　　　　　　　　　　（令和５年度：１件　20千円）

167 4,575

(令和５年度：193件　5,280千円）

24

6,720

公害防止対策費

  千円

公害防止指導調査事
業費

2,332

項　　　目
環境調査 苦情処理 立入調査 合　計

Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６

5 2,107
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款 4 衛生費 項　 1 保健衛生費

　火葬場の維持管理業務を行った。

　損傷が激しい火葬炉及び関係設備補修工事を行った。

　・斎場火葬炉等補修工事　16,060千円

　・斎場駐車場舗装補修工事　1,100千円

　火葬業務は、業者委託により行った。

火葬場使用状況 （単位：件）

款 4 衛生費 項　 1 保健衛生費

水道事業会計への出資金及び繰出金

R5 35 0

市内
R6 483

5 0

R5 506 3 1 0 5 0

516 3 0

0 0

待合室
（小）

霊安室

1 0

3 0 0 4 0

火葬場維持管理費 40,357

区分 年度 死体 死胎 汚物
待合室
（大）

市外
R6 33 0 0 0

計
R6

0 0

0

R5 471 3 1 0 5 0

  千円

上水道整備費

事業名 事業費

7 火葬場管理費

水道事業会計出資金
及び繰出金

96,998

  千円

事業内容及び成果

目

目 8

事業名 事業費 事業内容及び成果
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款 4 衛生費 項　 2 清掃費

　家庭系一般廃棄物の収集並びに持込みごみと事業系一般廃棄物の受入

及び焼却処理、不燃ごみ等の選別などの処理を行った。

一般廃棄物の排出及び処理 （単位：t）

　一般廃棄物の計量及び持込ごみの受入れ業務を行った。

　環境センター再配置基本計画策定業務を行った。

環境センター搬入状況 （単位：t）

　不燃ごみ、焼却灰等の埋立処分、当該施設の維持管理業務を行った。

　施設管理として、廃水処理施設保守点検、埋立処分量測量等を行った。

　令和６年能登半島地震による災害廃棄物の受入れ（236t）を行った。

埋立処分量 （単位：t）

200

環境センター管理費 6,115

区分 令和６年度

不燃物処理場管理費 11,116

区分

216

合計埋立量 1,377 2,146

可燃物 1,193 1,173

不燃物 99 144

資源ごみ 52 66

令和６年度 令和５年度

直接搬入 522 1,308

焼却灰 655 622

有害ごみ

直接搬入

がれき等

-

事業系一般廃棄
物の排出

可燃ごみ 2,846 2,751

不燃ごみ 577 555

一般廃棄物の焼
却処理及び焼却
灰の引取

焼却量(高岡広域エ
コ・クリーンセンター)

7,936 7,698

焼却灰取引量 655 622

488

令和５年度

一般収集

可燃物 - -

不燃物 214 224

資源ごみ 326 337

有害ごみ 16 18

371

目 1

事業内容及び成果

清掃総務費

事業名 事業費

  千円

じんかい収集処理費 219,232

区分 令和６年度 令和５年度

家庭系一般廃棄
物の排出

可燃ごみ 5,276 5,182

不燃ごみ

-
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款 4 衛生費 項　 2 清掃費

　し尿の収集運搬と浄化槽汚泥処理を業者委託により行った。

　し尿の処理は、砺波地方衛生施設組合で行った。

  千円

し尿処理費 71,402

区分 令和６年度収集量 令和５年度収集量

し尿収集量 1,199件 704kℓ 1,265件 778kℓ

浄化槽汚泥収集量 879件 3,673kℓ 1,004件 4,012kℓ

事業名 事業費 事業内容及び成果

目 2 し尿処理費
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款 5 労働費 項　 1 労働諸費

預託及び融資状況

千円 新規 件 千円

千円 新規 件 千円

千円 新規 件 千円

千円 新規 件 千円

目 1 労働諸費

事業名 事業費 事業内容及び成果

勤労者融資対策費 12,000 　労働者の生活の安定と福祉の向上を目的として、円滑な資金需要の推進
を図るため、北陸労働金庫へ資金原資の預託を行った。

預　　託　　先 預　託　額 件　　数 融　資　額

令和６年度
勤労者一般資金 10,000 54 339,240

勤労者小口資金 2,000

0

  千円 ・新就職者激励会の開催（令和６年４月19日開催）
　市内企業及び事業所の新就職者を対象に、式典・講演を実施
　（令和６年度：12事業所 28人出席、令和５年度：11事業所 27人出席）
　（参考：令和６年度市内就職者数　24事業所85人）
・中小企業退職金共済制度掛金補助金
　新規に加入した事業所に対して、１年分の掛金の20/100を助成する。
　（限度額1,000円×12月=12,000円/人）
　（令和６年度：３事業所10人 111千円、令和５年度：８事業所28人 336千円）
・企業紹介ＰＲ動画制作支援補助金
　市内企業の情報発信と、人材確保の両面を支援するため、企業紹介ＰＲ動
画を活用して、「採用活動」に取り組む市内事業所を支援した。
　（令和６年度：８事業所800千円、令和５年度：６事業所600千円）

労務対策費 1,434

0 0

令和５年度
勤労者一般資金 10,000 58 294,330

勤労者小口資金 2,000 0
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款 6 農林水産業費 項　 1 農業費

審

議

事

項

目 1 農業委員会費

事業名 事業費 事業内容及び成果

　総会をはじめ、農業委員会の事務が円滑に運営できるように調整し、農業
委員による農地パトロールや農業者との意見交換会等を実施した。

  千円

令和６年度

件数 面　積　等

令和５年度

件数

480a

39a

21 771a農　　地　　法　　第　　３　　条

農　　地　　法　　第　　５　　条

農 用 地 利 用 集 積 計 画 承 認

買　　受　　適　　格　　証　　明

納　税　猶　予　適　格　者　証　明

特　定　農　地　貸　付　承　認

土　改　法　３　条　２　項　承　認 0

0ａ

0ａ

0ａ

878ａ

7,047ａ

0ａ

17

農業委員会運営費 4,313

543ａ

案　　　　　　　　　　　件
面　積　等

非  農  地  証  明 36

21

8

27

294

0

0

0

17 1,146ａ

474 47,400ａ

農　　地　　法　　第　　４　　条

282ａ

0 0ａ

0 0ａ

0 0ａ

16a

0 0ａ

4

農業者年金委託費 259 　農業者の老後生活の安定に寄与するため、農業者年金の加入及び受給
等の手続を行う。受給権者は毎年減少する状態が続いている。

区　　　分
加　入　者

令和６年度 令和5年度

被　　保　　険　　者　　数

通 常 加 入 者 4人 5人

政策支援加入者 0人 0人

合　　　計 ４人 5人

年　　金　　受　　給　　権　　者　　数 132人 151人

機構集積支援事業費 3,002 　利用権設定及び農地中間管理機構による中間管理権の設定、売買のあっ
せんによって担い手への農地の集積・集約化を促進する。
　
①　農地台帳整備等、農地利用状況・意向調査等の実施（利用状況調査等
の農地利用関係の調整等の活動を行う。利用状況調査から、219aの耕作放
棄地の解消につながった。）

②　農地銀行支店及びサービスステーション活動（利用権設定に係る農地の
出し手・担い手間の意向調整業務をいなば農業協同組合に委託するもの）
により、47,400aの利用権設定（集積）があった。

③　農地中間管理機構の事業の特例に関する業務（農地中間管理機構によ
る農地売買あっせんに関する業務）
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款 6 農林水産業費 項　 1 農業費

　使用者数 人 千円

款 6 農林水産業費 項　 1 農業費

目

2 農業総務費

事業名 事業費 事業内容及び成果

事業費 事業内容及び成果

3 農業振興費

事業名

園芸振興事業費 4,330 　園芸作物の評価向上や積極的な生産拡大を目指すため、意欲ある生産出
荷組織等に対して、機械・施設の整備等を支援した。

　・小矢部市施設園芸振興事業補助金　　　　　　　 1件（R5　2件）
　・稼げる！とやまの園芸産地支援事業費補助金　１件（R5　１件）
　　（園芸産地スケールアップ事業）
　・施設園芸電気料金高騰対策支援事業支援金　3件（R5　0件）

  千円

地域農産物消費拡大
推進事業費

100 　地域農産物の消費拡大と食育の推進に向け、（農）末友営農組合でのにん
じん収穫体験と収穫した農産物を活用した親子料理体験を実施した。

・畜産業体験事業　　参加者　5組15人（令和5年度　5組13人）

農業後継者育成費 380 　農業の新規担い手確保・育成に係る団体等を支援した。

　・支援先：富山県農業教育振興会　9千円
　　　　　　　富山県立中央農業高等学校教育後援会  7千円
                県立小矢部園芸高等学校後援会 144千円
　　　　　　　小矢部市担い手育成総合支援協議会 220千円

農業指導費 2,754 　農林業振興事業功労者表彰の実施、農業振興に関わる団体への支援を
行うとともに、小矢部市農業特産物推進協議会と連携し各種イベントを通じ
て、農産物や加工品などの販売を行った。また、農業振興に関わる農業関
係団体等へ支援も行った。
　
　・表　　 彰　3人、3団体（令和5年度　5人、1団体）
　・支 援 先　小矢部市農業祭実行委員会、いなば農業技術者協議会、
　　　　　　　　 小矢部市農業組織協議会ほか
　・イベント　 農業祭（2日開催）

都市農村交流対策事
業費

250 　農作業体験（田植え・稲刈り）に対する補助を行うことにより、関西方面の都
市住民との交流を図った。
　　　5/18,19　田植えツアー　大阪から24人
　　　9/21,22　稲刈りツアー　大阪から27人

  千円

農村環境改善センター
管理運営費

5,767 　良好な施設維持管理により、農村の環境整備を推進し、農業経営及び農
業生活の合理化、農業者の健康増進を図った。

5,977 使用料収入 1,343

（令和５年度　使用者数　4,364人　使用料収入　1,275千円）

目
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　・農地維持活動　　　　　　　　　78組織 （令和5年度　80組織）

　・資源向上活動（共同）　　　　 74組織 （令和5年度　75組織）

　・資源向上活動（長寿命化）　 18組織 （令和5年度　15組織）

　中山間地域において、水源涵養、良好な景観形成等の多面的機能の発揮
や耕作放棄地の発生を抑制するために、集落協定に基づいて農業生産活
動を行う組織に交付金を交付した。

　・交付対象組織　27組織（令和5年度　27組織）

　農地・水路等の管理（農地維持活動）及び農村環境の保全のための活動
（資源向上活動（共同））や水路等農業用施設の長寿命化を図るための活動
（資源向上活動（長寿命化））に対して、市内の活動組織に補助金を交付し
た。

環境保全型農業直接
支援事業費

　　イノシシ等の有害鳥獣等による農産物等の被害を防ぐため、鳥獣被害防
止パトロール員２人を配置し、有害鳥獣捕獲隊への捕獲業務の委託、電気
柵等の材料費への助成を行った。

　　　　イノシシ捕獲数　　　：239頭(令和5年度：269頭）
　　　　電気柵設置延長　　：4件　4,810ｍ(令和5年度：7件　9,418ｍ）
　　　　恒久柵設置延長　　：4件　2,840ｍ(令和5年度：1件　3,978ｍ）

競争力強化生産総合
対策事業費

5,143 　ＪＡいなばによる穀類乾燥調製貯蔵施設の新築および機能向上を図るため
の事業に対して、市負担分の助成を行った。（５年目）
　
　・小矢部市東部第三ｶﾝﾄﾘｰｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置事業補助金　１件　5,143千円

中山間地域等直接支
払事業費

43,395

多面的機能支払事業
費

168,542

1,643 　化学肥料・化学合成農薬等を原則５割以上低減した上で、地球温暖化防
止や生物多様性保全に効果の高い営農活動に取り組む活動組織に対し
て、補助金を交付した。

　・有機農業　　　　　　 　3組織　（令和5年度　3組織）
　・カバークロップ　　　　 １組織  （令和5年度　１組織）
　・有機転換推進事業    3人

有害鳥獣捕獲対策費 6,125

生産調整推進対策事
業費

19,446 　米の生産調整が円滑に実施されるように地域・集落に対して支援するととも
に、水田の高度利用や農作物の生産振興を目的とした国・県補助金を活用
し、特色ある市単独補助金を組み合わせて、農業者の営農を支援した。

・重点作物品質向上補助金　　  六条大麦　：2,875,360円（899,323㎏）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　大豆　　 　 ：1,020,160円（182,895㎏）
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　ハトムギ    ：　 309,980円（ 28,240㎏）

・地域特産物定着化促進補助金　 キャベツ 　　  　：  648,200円（  324.1a）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エゴマ　　　　　 ：　795,000円（  397.5a）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子実用ﾄｳﾓﾛｺｼ：　713,460円（7,134.6a）

水田農業経営体活性
化対策事業費

183,306 　地域計画が作成された地域において、中心経営体等の地域の担い手が融
資を活用し、農業用機械・施設を導入する際に融資残について補助金を交
付することにより、主体的な経営発展を支援した。

　・農地利用効率化等支援交付金（融資主体支援タイプ）　　３件
　・農地利用効率化等支援交付金（被災農業者支援タイプ）　２件
　・「富富富」生産拡大乾燥調製施設支援整備事業　　　　　３件
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款 6 農林水産業費 項　 1 農業費

・西部地域畜産経営技術推進協議会負担金 1件

・富山県畜産振興協会負担金 1件

款 6 農林水産業費 項　 1 農業費

　県西部の基幹牧場として酪農家より乳牛子牛を預託し、健全な搾乳牛を
　育成した。また、和牛の優良肥育牛の供給拠点として77頭出荷した。

　預託牛及び市有牛の飼養管理
   ・預託牛（乳用牛） 延頭数 頭･日･日（５年度　2,362頭･日）

頭･日 （５年度　　　  0頭･日）
頭･日 （５年度　2,362頭･日）

   ・市有牛（和牛） 頭･日（５年度　111,600頭･日）
肥育牛出荷頭数 頭 （５年度　76頭）

　動物とのふれあいを通じて自然に親しみ、自然への理解を深める場として、
「稲葉山ふれあい動物広場」を運営した。

（動物の内訳）　やぎ、うさぎ、カメ、デグー

　今後の地域での営農活動継続に向け、地域計画の策定を行った。農地中
間管理機構に農用地を貸付けした農業者に対し、機構集積協力金を交付
する。

　・地域集積協力金　　0　　   （令和5年度：１地区　1,421a）
　・経営転換協力金　　0　　　 （令和5年度：6戸　19a）
　・地域計画策定　　6地区　　（令和5年度：8地区）

中山間地域活力創生
事業費

300

稲葉山ふれあい動物
広場管理運営費

8,491

　入場者数　　15,017人 （５年度　16,573人）
　営業日数　　　　178日 （５年度　     202日）

5 牧野運営費

  千円

牧野放牧管理費

77

臨時休園　　　　　32日

目

事業内容及び成果

農地中間管理事業費 2,570

107,489

1,222
　市内 延頭数 0

4

事業名 事業費

目

畜産業費

　中山間地域の農地等の維持・管理や農村集落の活性化を維持するための
広域的な取組に対して支援した。

　・北蟹谷地区　 　150千円　体験型家庭菜園の実施
　・南　 谷地区　   150千円　販売用野菜づくり、加工品の製造・販売

  千円

畜産振興費 164 　畜産農家の経営体質の強化、環境汚染の防止及び畜産物の需要動向へ
の的確な対応を図るため、畜産関係団体に対して支援した。

　市外 延頭数 1,222

延頭数 113,056

（５年度　     　 7日）
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款 6 農林水産業費 項　 1 農業費

　・市単独土地改良事業補助金　34件（令和5年度　44件）

　・県単独土地改良事業（臼谷 農道舗装）

　・農村地域防災減災事業

　・農村地域防災減災事業

　・農道修繕、転落防止柵設置など　3件（令和5年度　6件）

　・西中野調整池管理委託　1件

款 6 農林水産業費 項　 1 農業費

下水道事業（農業集落排水事業分）会計への繰出金

市営土地改良事業費
（繰越明許費）

2,277

目

7目

土地改良振興事業費
（繰越明許費）

60,536 　農業基盤の整備を図るため、県営事業等（繰越分）に対して負担金等を支
出した。

　・県営事業の負担金　　　　　　　　　8件（令和5年度　7件）

　・土地改良区営事業の補助金　　　3件（令和5年度　2件）

市営土地改良事業費 16,545 　自治会、土地改良区等が施行する小規模な土地改良事業への補助金交
付や市営事業を行い、農業基盤の維持を図った。

　　　　　　（ため池耐震性調査、ため池豪雨調査、転落防止柵設置）

事業名

6

　自治会、土地改良区等が施行する小規模な土地改良事業への補助金交
付や市営事業を行い、農業基盤の維持を図った。

　　　　　　（ため池耐震性調査、ため池豪雨調査）

  千円

110,000

事業費 事業内容及び成果

農地費

土地改良振興事業費 76,300 　農業基盤の整備を図るため、土地改良関係団体等に補助金や負担金を支
出した。

　・県営事業の負担金　　　　　　　　　　　　　　　12件 (令和5年度 15件）

　・土地改良区営事業の補助金　　　　　　　　　　8件（令和5年度　10件）

　・各協議会団体負担金等　　　　　　　　　　　　　6件（令和5年度　7件）

　・農業用水利施設電気料高騰対策支援金　　 1件（令和5年度  2件）

事業内容及び成果

農業集落排水事業費

  千円

農業用施設維持管理
費

3,095 　農村環境の保全・営農活動の便益に寄与するために、農道などの機能維
持を図った。

下水道事業会計繰出
金

事業名 事業費
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款 6 農林水産業費 項　 2 林業費

・小矢部運動公園樹木維持管理業務　1件

運営期間 4月～11月（土・日・祝日のみ）
来店者数 13,172人
営業日数 　　　73日

　・高齢級人工林機能強化（伐採）（了輪、末友）

　・作業道開設　1,878ｍ （令和5年度  2,279ｍ）

　・作業道補修    224ｍ （令和5年度    166ｍ）

　・里山再生整備事業

　　①里山林整備事業

　　②県民参加の森づくり事業

　花と緑の銀行小矢部支店の事業を支援し、花と緑の地域づくりを推進した。

　・花の種苗、緑化木配布事業　3回（令和5年度  4回）

　・地域の花づくり推進補助金　2件（令和5年度  4件）

　・支店活動費補助金　14地方銀行（令和5年度　14地方銀行）

　・花と緑の銀行推進費補助金　1件（令和5年度　1件）

　・申請件数　2件(令和5年度　1件)

・県単治山　安楽寺測量業務

治山事業費 1,210 　荒廃山地の復旧整備又は荒廃危険山地の崩壊等の予防により、山崩れ、土
石流等の災害の防止を図る。

目 2

緑化推進費 4,500

おやべの木活用促進
事業費

604 　小矢部市産木材の住宅への活用を促進し、優良な住宅の建設を図るため、
市内において住宅を新築、増改築、修繕又は模様替をする場合に補助金を
交付した。

604 　屋上展望施設、休憩所及び駐車場を有する「森林総合管理センター」の維
持管理を行い、平成30年度に開業した稲場山カフェレストランの運営を行っ
た。

（５年度　12,406人）
（５年度　　　　77日）

森林総合利用施設管
理費

事業名 事業費 事業内容及び成果

林業振興費

  千円

市有林管理費 309 　小矢部運動公園に森の祭典で植樹した樹木の維持管理を行った。

県単独森林整備事業費 17,061 　森林の有する公益的機能を発揮させ、森林の保全・林業経営の安定化を
図った。

　　（矢波、峯坪野、高坂・北屋敷・下屋敷、桜町、興法寺外、了輪外、杉谷内外）

　　（末友、峯坪野、平桜、桜町、興法寺外、了輪外、杉谷内外）
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款 6 農林水産業費 項　 2 林業費

款 6 農林水産業費 項　 3 水産業費

目 1 水産業振興費

目 3

事業名 事業費

　林政事業の推進を図るため、関係協会等に補助金や負担金を支出した。

　・林地台帳データ更新業務等　　　　　　　　　　　　　　3件（令和5年度  3件）
　・造林事業補助金
　　　　（森林・林業再生基盤づくり交付金事業）　　　　1件（令和5年度  1件）
　・各種協議会負担金等　　　　　　　　　　　　　　　　　  9件（令和5年度  9件）

林政推進費

林道維持管理費 1,813 　林道を良好な状態に保つため、維持管理を行い林業の振興を図った。

　・林道路肩草刈（実施路線）
　　　能越１号線、牧場北回り線、稲葉線、杉谷内線、大谷線、横谷上野本線、
      矢波了輪線、松根城線、浅ヶ谷線、三国山線

3,804

  千円

内水面漁業対策費 400 　小矢部川水系における水産資源の保護及び増殖を図り、内水面漁業の育
成及び啓発を推進した。
　
　・アユ稚魚放流への助成　1件

森林経営管理事業費 9,900 　経営管理の行われていない森林について市が仲介役となり、森林所有者
と林業経営者をつなぎ森林整備を行うための事前準備を行った。
　また、森林整備において支障となる危険木等の除去や路網補修を行った。

　・森林整備事業 意向調査事前準備業務（五郎丸外）
　・森林整備事業 路網整備及び支障木危険木除去業務（末友・臼谷）

美しい森林づくり基盤
整備事業費

400 　地球温暖化防止をはじめとする森林の多面的機能の維持・管理増進に資
する作業道の補修に対して補助を行った。

　・末友　L＝224ｍ、W＝3.0ｍ

地籍調査事業費（山村
境界基本調査事業）

17,489 　山村境界基本調査実施地区において、基本調査の成果を活用して行う地
籍調査の計画・準備及び実施調査を行った。
　
　・矢波Ⅰ地区　　　座標補正、検証測量　　　　　　　　　　　　　329筆
　・矢波Ⅱ地区　　　座標補正、検証測量　　　　　　　　　　　　　420筆
　・屋波牧Ⅰ地区　　座標補正、検証測量、一筆地測量         163筆
　・屋波牧Ⅱ地区　　一筆地調査　　　　　　　　　　　　　　　　  　194筆

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

林道費

事業内容及び成果
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款 7 商工費 項　 1 商工費

目 2 商工振興費

事業名 事業費 事業内容及び成果

・各金融機関への融資原資の預託
　市内の金融機関及び商工中金と協調し、各種融資制度の融資原資を預託
し、市内中小企業の経営の安定と資金需要の円滑化を図った。
　 令和６年度：県小口 19件 84,320千円
　 令和５年度：県小口 15件 35,585千円

・中小企業融資に係る保証料助成金の交付
　市内中小企業者への県小口事業資金融資に係る保証料を一部助成し、
運転資金等の充足に努めた。
 　令和６年度： 12件 961千円、令和５年度： ５件 167千円

・ビヨンドコロナ応援資金の借入れに係る利子補給を行った。
　 令和６年度：延べ122件 8,333千円、令和５年度：延べ146件 11,187千円

  千円

商工業振興対策費 22,917 ・小規模事業者経営改善資金融資利子補給
　マル経融資を受けた小規模事業者に対し、当該融資に係る償還金の利子
の1/2（運転資金の場合：限度額50,000円、設備資金の場合：限度額
100,000円、期間２年間）を補助した。
　令和６年度：21件 271千円、令和５年度：11件 32千円

・まちなか等振興事業補助金（空き店舗等出店事業補助金）の交付
　市街地の商業の活性化・集積促進とにぎわい創出のため、空き店舗等へ
の出店や既存店舗のリニューアルを行った事業者に対して経費の一部を補
助した。
　令和６年度：８店舗 5,217千円、令和５年度：９店舗 6,022千円

・被災事業者支援助成金の交付
　令和６年１月１日に発生した能登半島地震により被害を受けた市内の事業
者に対し、事業の復旧と継続を支援した。
　令和６年度：56事業者 1,642千円、令和５年度：７事業者205千円

経営改善普及費 10,104 ・商工業振興事業補助金等の交付
　商工会が行う小規模事業者の指導事業及び商工業者の振興と安定を図る
ための事業に対し補助金を交付し、小矢部市商工会の活動を支援した。

商工業振興対策費
（繰越明許費）

36,000 ・物価高騰対策事業を実施した。
　　プレミアム付商品券発行事業費補助金
　　　　　（事業実施主体：小矢部市商工会）　　　　　  36,000千円

中小企業金融対策費 129,933
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款 7 商工費 項　 1 商工費

・企業立地対策費に係る事務費等

目 3 企業立地推進費

産業用地管理費

事業名 事業費

62,715

事業内容及び成果

  千円

企業立地対策費 45,105 ・富山県企業立地セミナーの開催
　県が主催する企業立地セミナーに参加し、首都圏及び中京圏の企業に対
して、本市の地理的優位性、交通インフラの充実、災害リスクの低さをＰＲし、
企業誘致の促進を図った。（令和６年度：東京開催 107人参加、名古屋開催
91人参加、令和５年度：東京開催 150人参加、大阪開催 120人参加）

・とやま呉西圏域ビジネス交流交歓会
　とやま呉西圏域実行委員会が主催するビジネス交流交歓会に参加し、関
西圏の企業に対して、本市の地理的優位性、交通インフラの充実、災害リス
クの低さをＰＲし、企業誘致の促進を図った。（令和６年度：大阪開催 133人
参加、令和５年度：名古屋開催 155人参加）

・小矢部市商工業振興条例に基づき、企業立地助成金を交付した。　（令和
６年度２件、令和５年度２件）

・社員寮用空き家バンク活用リフォーム事業補助金の交付
　労働力の確保と定住人口の増加を目的として、空き家を改修して社員寮を
整備した事業者に対して経費の一部を補助した。　（令和６年度：２件 1,800
千円）

・小矢部フロンティアパーク等の産業団地内の施設管理を行った。
・東部産業団地事業特別会計による用地買戻し費の一部について貸付けを
行った。
・東部産業団地の改良工事（地下横断歩道浸水防止工事、桜植栽工事、
ロープ柵設置工事）を行った。
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款 7 商工費 項　 1 商工費

事業名 事業費 事業内容及び成果

目 4 観光費

  千円

観光推進費 40,794 　観光協会、商工会と連携し、各種まつり・イベント事業や三大祭の保存団
体等への助成を行い、郷土芸能の保存・伝承に努めるとともに、観光の推進
を図った。また、富山県西部地区観光協議会等と連携して、本市の観光の魅
力の発信に努めた。
　コンベンション助成事業を引き続き実施し、交流人口の増を図った。
　シンボルキャラクターを活用した観光PRを実施し、本市の知名度向上を
図った。
　小矢部ブランド認定産品について、ブランドフェア開催などを通じて、継続
して情報発信に努めた。
　観光需要の喚起事業等を実施した。
　○着地型観光旅行商品造成事業補助金　　　　　  748千円（R5：699千円）
　○高速バス利用者向け商品券発行事業補助金　　514千円（R5：1,663千
円）
　アウトレットモール内広域観光案内所「とやま旅ナビ＠おやべ」にスタッフを
配置し、有人による観光案内を実施した。

観光パンフレット発行
費

644 　市内の史跡、県定公園、名勝地、伝統行事等の観光宣伝を行うため、観光
パンフレットを窓口、観光案内所、出向宣伝等で配布するとともに、他自治
体、商工会、バス会社等へ発送し、広く周知に努めた。

　県立自然公園事業等補助金を活用して、倶利伽羅県定公園内の転落防
止柵を設置し、観光客の安全性の向上を図った。

義仲・巴　広域連携推
進事業費

3,442 　引き続き、「義仲・巴」大河ドラマ誘致推進活動を行うとともに、ゆかりの自治
体や木曾義仲研究家との情報交流をとおして、義仲・巴御前の魅力の発信
に努めた。
　市内の観光案内（「義仲・巴」を含む。）を行う石動駅観光案内所の管理運
営を業務委託した。

道の駅・地域振興施設
管理運営費

17,006 　道の駅メルヘンおやべが道路利用者や市民等に親しまれる施設として利
用されるよう、指定管理者制度を活用し、適切な維持管理に努めた。
　電気自動車用急速充電器の運用を行った。
　施設内修繕を実施した。

道の駅・地域振興施設
管理運営費
（繰越明許費）

1,781

稲葉山・宮島峡環境整
備事業費

967 　県立自然公園事業等補助金を活用して、稲葉山シンボルキャラクター像塗
装修繕と竜宮淵転落防止柵の修繕を実施し、観光客の安全性の向上を図っ
た。

倶利伽羅環境整備事
業費

999

　道の駅メルヘンおやべ大規模改造工事基本設計業務を実施した。

埴生エントランス管理
運営事業

5,272 　指定管理者制度を活用し、「倶利伽羅源平の郷 埴生口」の施設管理運営
を行った。

津沢まちづくり推進事
業費

400 　小矢部市津沢あんどんふれあい会館を拠点に、子供あんどんづくり体験の
実施をとおして津沢地区の賑わい創出を図った。

津沢あんどんふれあい
会館管理運営費

3,448 　指定管理者制度を活用し、小矢部市津沢あんどんふれあい会館の施設管
理運営を行った。
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款 8 土木費 項　 1 土木管理費

款 8 土木費 項　 2 道路橋梁費

款 8 土木費 項　 2 道路橋梁費

除雪車リース

車道除雪延長　　　

歩道除雪延長

除雪日数

市道を維持管理、補修し、利用者の安全確保など道路環境の整備を図っ
た。

道路維持補修修繕工事  （2件）

  千円

道路橋梁管理費 24,927 　市道に関する消雪施設電気料金や道路賠償責任保険料を支払った。

　　道路消雪電気料　89か所
　　他団体への消雪電気料金負担金　  8か所
　　道路賠償責任保険料　市道延長　518ｋｍ

  千円

道路維持補修費 142,594 　市道を維持管理、補修し、利用者の安全確保など道路環境の整備を図っ
た。

　　道路維持補修等　　　　 （令和６年度　567件　令和５年度　465件）
　　道路維持補修修繕工事  （令和６年度　   7件　令和５年度　  8件）
　　除雪機械等維持管理　市保有機械
　　　(令和６年度　88台　リース39台含む　　令和５年度　85台　リース40台）
　　道路照明灯等の電気料

目 2 道路維持費

事業費 事業内容及び成果事業名

目 1 土木総務費

事業名 事業費 事業内容及び成果

事業名 事業費 事業内容及び成果

目 1 道路橋梁総務費

  千円

土木事業推進費 1,847 　国県道等の公共事業の整備促進を図った｡
　　各種同盟会や協議会の負担金等　22件

道路台帳整備費 2,629 　市道改良等により延長、幅員が変更となった路線の平面図作成及び台帳
の整備を行った。
　　修正延長　4.92ｋｍ

　冬期間の道路交通を確保するために、道路除雪実施計画に基づき除雪作
業を行った。

(令和６年度　 39台　　 令和５年度　40台）

(令和６年度　365㎞　　 令和５年度　365㎞)

(令和６年度    19㎞     令和５年度　  19㎞)

　　(令和６年度　  25日　うち市内一斉除雪6日)

　　(令和５年度　   5日　うち市内一斉除雪4日)

除雪対策費 251,404

道路維持補修費
（繰越明許費）

7,084
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款 8 土木費 項　 2 道路橋梁費

消雪施設の整備及び維持管理に努め、冬期間の交通の確保を図った。

　消雪施設の管路リフレッシュ　　　清水　　L=125.3ｍ

消雪施設の井戸再掘削　2箇所（泉町、野端）

消雪施設の機械設備更新　2箇所（泉町、野端）

消雪施設の維持管理　　修繕（令和６年度 31か所　令和５年度 30か所）

　　　　　　　　　　　　　　　保守点検

消雪施設の整備及び維持管理に努め、冬期間の交通の確保を図った。

　消雪施設の管路リフレッシュ　　　清水　　L=28.5ｍ市道清水蓑輪線消雪施設管路リフレッシュ工事

　消雪施設の管路リフレッシュ　　　清水　　L=28.5ｍ市道後谷山手線消雪施設井戸さく井工事

款 8 土木費 項　 2 道路橋梁費

山手学校路線、埴生石坂線、芹川2号線、芹川6号線、

芹川板橋線、埴生柳谷線、野端八俵線、本町新田線、

・改築事業

山手学校路線、藤森杉谷内線、芹川2号線、綾子1号線、

谷坪野論田線、田川六郎谷線

・交通安全事業

清水蓑輪線外

目 4 道路新設改良費

事業名

　道路網の整備を図り、地域連携や地域振興に寄与するため、市道の改築
事業を行った。

事業内容及び成果事業名 事業費

消雪工新設工事費

消雪工施設整備費 101,894

市道新設改良事業費 41,918 　道路網の整備を図り、地域連携や地域振興に寄与するため、市道の改
築、交通安全事業を行った。

・改築事業

　西中野畠中線

市道新設改良事業費
（繰越明許費）

72,315

  千円

県道改良等負担金 19,320

消雪工施設整備費
（繰越明許費）

4,959

　県単独道路改良事業等の市負担分（事業費の10％）を支出した。
　　国道471号（谷坪野地内）道路改良事業ほか７件

事業費 事業内容及び成果

  千円

目 3
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款 8 土木費 項　 2 道路橋梁費

橋梁長寿命化修繕計画に伴う市道橋の詳細点検及び補修工事を行った。

・市道橋補修工事１件　水島（令和5年度３件)

・市道橋梁点検業務２件　津沢外（令和5年度３件)

橋梁長寿命化修繕計画に伴う市道橋の詳細点検及び補修工事を行った。

款 8 土木費 項　 3 河川費

・今石動町地内排水路修繕、十一ケ用水修繕、石動町地内排水路整備

・津沢地区排水路修繕、津沢第一樋管修繕

款 8 土木費 項　 3 河川費

事業名

2 急傾斜地崩壊対策費

河川総務費

  千円

急傾斜地崩壊対策事
業費

9,255 　急傾斜地崩壊危険区域において、災害を未然に防ぐための対策工事を
行った。
　・埴生地区急傾斜地崩壊対策工事

  千円

排水路施設整備費 45,110 　老朽化の激しい排水路、排水樋管及び準用河川の整備、修繕を行った。

排水路施設整備費
（繰越明許費）

1,958 　老朽化の激しい排水路、排水樋管及び準用河川の整備、修繕を行った。

  千円

橋梁整備費 30,477

橋梁整備費
（繰越明許費）

50,921

・市道橋補修工事３件　興法寺外

・市道橋梁補修設計業務１件　法楽寺

・市道橋梁点検業務２件　津沢外

事業名 事業費 事業内容及び成果

目 5 橋梁費

事業内容及び成果

目

目 1

事業費 事業内容及び成果

事業名 事業費
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款 8 土木費 項　 4 都市計画費

　都市計画事業の推進を図るため、都市計画に関する運営を行った。

・都市計画審議会委員報酬（構成委員12人）

・都市計画協会等への負担金納入（４団体）

　都市計画事業の推進を図るため、都市計画に関する運営を行った。

・都市計画基礎調査業務

　屋外広告物申請に関する受付事務等を行った。

（許可件数　令和６年度70件　令和５年度 50件）

　建築確認申請に関する受付事務等を行った。

（受付件数　令和6年度 45件　令和5年度 55件）

款 8 土木費 項　 4 都市計画費

・都市計画道路寄島西中野線(県道小矢部伏木港線)

・都市計画道路桜町西福町線現況測量業務

款 8 土木費 項　 4 都市計画費

下水道事業会計への繰出金

2目

目 下水道費

事業名 事業費

3

720,000

  千円

下水道事業会計繰出
金

屋外広告物対策費 17

建築確認事務費 214

特殊建築物等調査事
業費

3,079 　建築基準法第12条第１項による建築物の定期調査報告及び学校施設の
非構造部材の点検を行った。

  千円

街路事業費 26,860 　富山県施行による都市計画道路の整備に対する市負担金を支出した。ま
た、都市計画道路の現況測量を行った。

街路事業費

事業名 事業内容及び成果事業費

  千円

都市計画運営費 287

都市計画運営費
（繰越明許費）

4,360

事業内容及び成果事業費事業名

目 1 都市計画総務費

事業内容及び成果
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款 8 土木費 項　 4 都市計画費

市民のスポーツ、レクリエーション、教育文化の高揚の場として、公園の

美観と安全性を確保するとともに、憩いの場となるよう施設管理を行った。

・公園施設等管理業務委託（76か所）

・その他経常的な管理・修繕

款 8 土木費 項　 4 都市計画費

　石動駅南北自由通路及び併設されたトイレ、観光案内所、待合室等の

施設の維持管理を行った。

　石動駅前駐車場、駅南第１駐車場、駅南第２駐車場、後谷ロータリー

駐車場及び駐輪場の維持管理を行った。

・時間制駐車台数　

・年間契約駐車台数　　駅前（60台）、駅南第１（80台）、駅南第２（16台）

・駐輪場収容台数　駅前（自転車330台、バイク10台）、

　　　　　 駅南第１（自転車155台(バイク６台まで可)）、駅南第２（自転車12台）

寿永荘跡地利活用調
査事業費

97 　寿永荘の跡地及びその周辺地域において資源を有効活用しての整備方
針等について、地元有識者との会合を行った。

  千円

駅施設管理費 7,126

駐車場管理費 11,299

      駅前（79区画）　年間延べ　令和６年度 32,437台　令和５年度 31,285台

      駅南第１（平日32区画、休日112区画）　

年間延べ　令和６年度 19,509台　令和５年度 19,291台

駅周辺施設費

事業名 事業費 事業内容及び成果

目 5

43,265

事業名 事業費 事業内容及び成果

公園事業費目 4

  千円

公園施設管理費
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款 8 土木費 項　 5 住宅費

　市営住宅（178戸）の維持管理を行った。

・矢水町第１住宅屋上改修工事

・津沢第１住宅空家解体撤去工事

・その他経常的な管理・修繕等

　市営住宅（178戸）の維持管理を行った。

・矢水町第１住宅屋上改修工事

住宅施策の推進として、住宅相談窓口の開設を小矢部地域住宅相談所に

委託した。

毎月第３金曜日開設 相談件数　（令和６年度 9件　令和５年度 10件）

・木造住宅耐震改修支援事業費補助 （令和６年度 1件　令和５年度 2件）

・危険ブロック塀等除却支援事業費補助（令和６年度 1件　令和５年度 2件）

・屋根耐風改修支援事業費補助（令和６年度 0件）

・危険ブロック塀等除却支援事業費補助（20件）

空き家発生の予防や、危険空き家の除却に対する補助などを行った。

・専門家による「小矢部市空き家相談会」の開催

・「空き家対策セミナー」の開催

・老朽危険空き家除却支援事業費補助（令和６年度 4件　令和５年度 2件）  

住宅・建築物安全ストッ
ク形成事業費

1,300 　災害に強い安全・安心な住環境整備促進のため、住宅の耐震改修等に関
する事業に対して補助を行った。

住宅・建築物安全ストッ
ク形成事業費
（繰越明許費）

2,392 　災害に強い安全・安心な住環境整備促進のため、住宅の耐震改修等に関
する事業に対して補助を行った。

危険空き家対策事業
費

2,273

  千円

公営住宅等維持管理
費

27,120

公営住宅等維持管理
費
（繰越明許費）

1,754

木造住宅総合対策事
業費

300

事業名

住宅管理費

事業費 事業内容及び成果

目 1
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款 9 消防費 項　 1 消防費

　 　 　

　砺波地域消防組合に関する事務を行った。 　

【令和６年（１月～12月）火災・救急・救助件数】

・出火件数 ５件、内訳：建物３件、車両２件

（令和５年 ６件、内訳：建物５件、車両１件）

・救急出場件数 1,293件（令和５年 1,279件）

・救助出動件数 22件（令和５年 27件）

款 9 消防費 項　 1 消防費

【消防団員の出動状況】

・出動件数 43件、内訳：火災7件、風水害等31件、訓練5件

（令和５年度38件、内訳：火災11件、風水害等22件、訓練５件）

・出動人員 延べ2838人、内訳：火災164人、風水害等2166人、訓練508人

（令和５年度 延べ839人、内訳：火災339人、風水害等129人、訓練371人）

款 9 消防費 項　 1 消防費

・北蟹谷分団消防器具置場外壁等改修工事

・南谷分団消防ポンプ自動車の更新（令和７年度へ繰越）

・正得分団小型動力ポンプの更新

・泉町地内耐水性貯水槽新設工事

目 1 常備消防費

事業名 事業費 事業内容及び成果

千円

消防署運営費 468,194

目 2 非常備消防費

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

消防団運営費 46,877 　消防団員412人（令和７年３月31日現在）に対する報酬及び手当や災害・
警戒・訓練等の消防団活動、消防団員表彰・退職事務、防災モデル事業事
務、消防分団車両及び消防器具置場の維持管理、各消防関係機関への負
担金に関する事務及び市民に防火・防災の啓発を行った。

目 3 消防施設費

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

消防施設管理費 13,762 　消防分団車両及び小型動力ポンプの整備・修繕、また、消防器具置場の
修繕など、消防施設の管理に関する事務を行った。

消防施設管理費
（繰越明許費）

22,308 　石動第３分団消防ポンプ自動車の更新を行った。

消防水利整備事業費
（繰越明許費）

869

消防水利整備事業費 26,094 　消火栓及び防火水槽の整備・修繕など、消防水利の管理に関する事務を
行った。

下後亟・水島地区（１箇所）の消火栓整備を行った。
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款 10 教育費 項　 1 教育総務費

款 10 教育費 項　 1 教育総務費

款 10 教育費 項　 1 教育総務費

  千円

教育センター管理運営
費

7,290 　教育センターの管理及び教職員の資質向上のため、若手教員研修等の各
種研修会を開催した。また、学校司書、スタディ・メイト等の会計年度任用職
員についても、職種ごとに研修会を開催し、資質の向上に努めた。
　また、社会科資料の作成、教育ＤＸ推進委員会、英語教育研究推進委員
会の開催、視聴覚ライブラリー、教科書センターの運営、小中学生科学作品
展覧会の運営等、教育サービスと支援の向上に努めた。

体力向上対策費 177 　児童生徒の体力づくりの推進に努めた。全学年を対象に児童生徒の体位・
体力調査を実施した。

目 3 教育センター費

事業名 事業費 事業内容及び成果

教育委員会運営費 1,402 　教育委員会定例会を開催し、教育委員会の運営及び教育行政全般の諸
案件を審議した（教育長及び教育委員４人、定例会１2回、臨時会１回開
催）。
　教育委員会表彰規則に基づき、教育行政に貢献のあった個人・団体を表
彰した。令和６年度個人４人、団体２団体（令和５年度個人７人、団体２団体）

目 2 事務局費

心身障害児就学支援
事業費

2,121 　早期支援コーディネーターを配置し、支援や配慮を要する年長児を中心
に、本児にとって最もふさわしい学びの場を考えるため、園訪問による実態
把握や地区相談会（にこにこ相談会）を開催した（砺波・南砺と合同で年18
回開催）。
　また、教育支援委員会を開催し、支援や配慮を要する子どもたちの学びの
場について、専門家を交えて協議を行った（教育支援委員会委員11人　11
月18日開催）。

不登校児童生徒等適
応指導事業費

3,000 　不登校児童生徒の集団生活への適応を援助し、学校生活への復帰や社
会的自立に向けた教育相談、教育支援センター「ふれんど」の運営、小中学
校への訪問指導、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配
置及び派遣を行った。

情報教育環境整備事
業費

47,959 　小学校及び中学校における教育の情報化の推進を図るため、小中学校イ
ントラネットの維持管理、情報教育機器の管理・修繕と更新を行った。
　特に、令和６年度は、校務用端末の一部更新及び教育ネットワークの再構
築を行った。

目 1 教育委員会費

事業名 事業費 事業内容及び成果

小中学校基金積立金 100,169 　新学校給食センター等の整備のため、１億円を小中学校基金に積み立て
た。

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

事務局運営費 16,169 　事務局の運営並びに学校教育団体育成、教育研究奨励のため、教育推
進活動に対する助成及び教職員の内地留学に対する助成を行った。
　大学等の学生に対し奨学資金の貸付けを行った。令和６年度９人（新規１
人、継続８人）、（令和５年度12人（新規２人、継続10人））
　中学校の部活動の地域移行を推進するため、モデル事業として21部活動
の地域移行に取り組んだ（令和５年度16部活動）。

  千円
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款 10 教育費 項　 2 小学校費

管理運営事業 ・シルバー助手、学校助手等の配置

・維持管理費等の各学校への配当

・学校施設、備品等の修繕

・玄関防犯対策整備実施設計　1,888,900円

・石動小学校グラウンド倉庫改築工事　5,322,240円

・東部小学校２階防火扉修繕工事　 275,000円

・東部小学校消火栓用ポンプ改築工事　2,695,000円

・大谷小学校外部階段塗装工事　1,118,700円

・蟹谷小学校ステージ幕修繕工事　453,860円

・蟹谷小学校２階男子トイレ自動水栓修繕工事　223,300円

・蟹谷小学校自動火災報知設備改修工事　5,027,000円　等

学校保健事業 ・学校医、学校歯科医、学校薬剤師の委嘱

・児童の検尿、心臓検査、結核問診

・教職員健康診断、養護教諭血清肝炎予防注射

・日本スポーツ振興センター医療費給付

・感染症対策に伴う消耗品、備品の整備　等

目 1 学校管理費

令和のとやま型教育推
進研究委託事業費

500 　令和の時代に求められる教育理念の具現化と学習指導要領の確実な実施
に資するよう児童生徒の「資質・能力」の育成のための実践研究を推進し、
市学校教育研究大会にてその成果の普及・啓発に努めた。
　また、学力向上講演会を開催し、子供の力を引き出すために教師ができる
ことについて理解を深めた。

英語教育推進事業費 22,822 　３・４年生の外国語活動及び５・６年生の外国語教科化の全面実施に対応
するため、英語専科講師等を継続配置し、英語教育の改善・充実を進めた
（３学校２人の配置）。
　また、小中学校に外国語授業及び語学指導の充実を図るため、外国語指
導助手（ＡＬＴ）を配置した（年間４人体制）。
　さらに、英語教育アドバイザーを招聘し、市内小中学校外国語・英語担当
教員の資質と実践力の向上に努めた。

教育支援センター総合
的拠点機能形成事業
費
（繰越明許費）

5,806 　安心して学ぶことができる「誰一人取り残されない学びの保障」に向け、不
登校対策の地域における総合的拠点としての役割を教育支援センターが果
たすための取組・運用方法を検討し、その実施及び効果を検証するととも
に、より効果的な運用に向けた課題と対応方針等について調査研究する事
業を実施した。

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

小学校管理運営費 123,821 　児童の安全で適切な教育環境を維持するため、小学校５校の管理運営及
び学校施設補修整備、防災設備等の保守点検、警備委託等を行った。

　また、児童及び教職員が健康で安全な学校生活を送ることができるよう、学
校保健安全法に基づいた検査や検診を行い健康管理に努め、集団教育と
しての学校教育活動に必要な保健及び安全について配慮した。

通学対策費 42,499 　小学校遠距離通学児童の登下校負担を軽減し利便性を図るため、７台の
スクールバスを業務委託による運行とスクールバス１台の更新を行った。
　また、安全かつ円滑な運行管理に努めるとともに、運転手・車掌に安全運
行の点呼を実施した。
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款 10 教育費 項　 2 小学校費

主な業務 ・観察実験アシスタントの配置

・学童農園の運営

・水泳インストラクターの派遣

・芸術鑑賞、校外活動交通費の助成

・就学援助費、特別支援教育就学奨励費の支給

「子どもと親の相談員」
事業費

2,586 　不安や悩みを気軽に相談してもらうことで、児童や保護者の不安を解消す
ることを目的に、子どもと親の相談員を各校１人配置した。子どもに寄り添っ
て話し相手になってもらうことで、ストレスを和らげ、安心して学校生活になじ
むことができるよう努めた。相談内容は人間関係、家庭生活、学習、いじめな
ど多岐にわたり、身近な相談相手として活動している（１日当たり3.5時間、年
間100日を限度として勤務）。

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

小学校教育振興推進
費

38,287 　児童が安心して教育を受けることができるよう小学校５校の教材備品の整
備、学校図書館図書の購入などの教育振興推進事業を行った。

目 2 教育振興費

特別支援教育支援員
事業費

37,741 　小学校に在籍する学習障害や発達障害等の特別な支援を必要とする児童
の学校生活における生活面及び行動面の支援を行うため、特別支援教育支
援員の派遣を行った。各学校２～９人の支援員を配置し、児童の障害に応じ
た支援を行い、円滑な学習活動を進めるよう努めた（１日当たり6.5時間又は
3.5時間、週19.5時間以内又は17.5時間以内を最大とし、年間735時間を限
度として勤務）。

特色ある学校づくり推
進事業費

565 　「総合的な学習の時間」やクラブ活動等の充実を図るため、各小学校、学
年において、それぞれのテーマを設定して学習した。地域に根ざしたテーマ
について、子どもたちが自ら調査し、考える力を身につけるとともに、地域の
良さを再発見した。

小学校学校司書事業
費

11,271 　子どもたちが、読書を楽しむ心や豊かな人間形成を育むため、小学校の図
書室に学校図書館司書を各校１人ずつ専任で配置した（１日当たり５時間、
週５日勤務、年間200日を限度として勤務）。
　また、図書管理・貸出業務のほか読み聞かせや授業と連携した図書室の
利活用を促進するよう努めた。
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款 10 教育費 項　 3 中学校費

管理運営事業 ・シルバー助手、学校助手等の配置

・維持管理費等の各学校への配当

・学校施設、備品等の修繕

・玄関防犯対策整備実施設計　2,159,100円

・石動中学校夜間ライトアップ用分電盤修繕工事　198,000円

・石動中学校用務員休憩室床修繕工事　 715,000円

・大谷中学校事務室空調設備修繕工事　781,000円

・大谷中学校地下タンク油量計取替工事　1,034,000円

・津沢中学校校長室空調設備修繕工事　1,045,000円

・蟹谷中学校階段床修繕工事　495,000円

・蟹谷中学校体育館器具庫ドア修繕工事　495,000円　等

学校保健事業 ・学校医、学校歯科医、学校薬剤師の委嘱

・生徒の検尿、心臓検査、貧血検査、結核問診

・教職員健康診断、養護教諭血清肝炎予防注射

・日本スポーツ振興センター医療費給付

・感染症対策に伴う消耗品、備品の整備　等

・中学校特別教室空調設備工事実施設計業務　5,720,000円

・特別教室空調設備工事　48,678,000円

中学校管理運営費 108,082 　生徒の安全で適切な教育環境を維持するため、中学校４校の管理運営及
び学校施設補修整備、防災設備等の保守点検、警備委託等を行った。

　また、生徒及び教職員が健康で安全な学校生活を送ることができるよう、学
校保健安全法に基づいた検査や検診を行い健康管理に努め、集団教育と
しての学校教育活動に必要な保健及び安全について配慮した。

中学校管理運営費
（繰越明許費）

54,398 　中学校の特別教室に空調設備の整備を行った。

  千円

目 1 学校管理費

事業名 事業費 事業内容及び成果

通学対策費 2,512 　市内中学校４校の遠距離通学生徒に対し、冬期間の登下校にスクールバ
スを業務委託により運行し、安全確実な通学の確保を行った。
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款 10 教育費 項　 3 中学校費

主な業務 ・スポーツエキスパートの派遣

・全国的大会等への出場派遣費の助成

・吹奏楽部の楽器運搬助成

・芸術鑑賞、校外活動、宿泊学習交通費の助成

・就学援助費、特別支援教育就学奨励費の支給

・遠距離通学費（バス代）の助成

実施日：令和６年９月24日～９月27日（４日間実施）

  千円

中学校教育振興推進
費

28,898 　生徒が安心して教育を受けることができるよう、中学校４校の教材備品の整
備、学校図書館図書の購入などの教育振興推進事業を行った。

事業名 事業費 事業内容及び成果

目 2 教育振興費

中学校学校司書事業
費

8,677 　子どもたちが、読書を楽しむ心や豊かな人間形成を育むため、中学校の図
書室に学校図書館司書を各校１人ずつ専任で配置した（１日当たり５時間、
週５日勤務、年間200日を限度として勤務）。
　また、図書管理・貸出業務のほか読書指導、授業と連携した図書室の利活
用を促進するよう努めた。

「子どもと親の相談員」
事業費

2,196 　不安や悩みを気軽に相談してもらうことで、生徒や保護者の不安を解消す
ることを目的に、子どもと親の相談員を各校１人配置した。子どもに寄り添っ
て話し相手になってもらうことで、ストレスや思春期の不安定な気持ちを和ら
げ、安心して学校生活を送ることができるよう努めた。相談内容は人間関係、
家庭生活、進路、いじめなど多岐にわたり、身近な相談相手として活動して
いる（１日当たり3.5時間、年間120日を限度として勤務）。

社会に学ぶ14歳の挑
戦事業費

795 　市内中学２年生が、学校外での職場体験を５日間行うことにより、働くことの
大変さや厳しさを学ぶことができた。
　また、その体験をもとに規範意識や社会性が高まり、自らの将来像につい
て考える良い機会となった。

特色ある学校づくり推
進事業費

365 　「総合的な学習の時間」やクラブ活動等の充実を図るため、各中学校、学
年において、それぞれのテーマを設定して学習した。地域に根ざしたテーマ
について、子どもたちが自ら調査し、考える力を身につけるとともに、地域の
良さを再発見した。
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款 10 教育費 項　 4 社会教育費

社会教育の振興

・社会教育委員定例会議の開催（委員14人　10月23日、３月25日）

・教育大会表彰式の開催（２月９日）

社会教育指導者の充実

・社会教育指導員の設置　 ２人　（令和５年度 ２人）

社会教育団体の強化育成

青少年の健全育成

・令和７年二十歳のつどい開催（１月３日）　参加者数　232人

・青少年育成小矢部市民会議総会

・少年補導員による街頭補導の実施

（夏季7/25～8/31 冬季12/25～12/31 春季３/25～３/31）

・令和６年二十歳のつどい開催 （５月５日）　参加者数　210人

（令和５年度　能登半島地震に伴い延期）

・生涯学習講座の実施 　 　40講座　（令和５年度　42講座）

・開設数　11教室、８団体　（令和５年度　11教室、８団体）

・開催日数　延べ405日　（令和５年度　延べ444日）

款 10 教育費 項　 4 社会教育費

年間利用状況 延べ 51,065人 （令和５年度　延べ 48,490人）

社会教育推進費

目 1 社会教育総務費

事業名 事業費 事業内容及び成果

生涯学習推進費 1,136    子どもから高齢者まで、各年代に応じた多様な学習機会を提供するため、
生涯学習講座を実施した。

地域おやべっ子教室
推進事業費

4,500 　 市内の子どもたちを対象に、公民館や小学校において、地域の方々の参
画を得て、放課後こども教室又は土曜学習として、スポーツ、文化活動、体
験活動、ふるさと学習等の取り組みを実施した。

  千円

4,197

・各団体への補助金交付　小矢部市連合婦人会 他５団体
　　　　　　　　　 （令和５年度 小矢部市芸術文化連盟 他５団体）

市民交流プラザ管理運
営費

22,748 　石動コミュニティセンター、市民会館、勤労青少年ホーム及びおやべ市民
サポートセンターを整理統合した「小矢部市民交流プラザ」として、市民の文
化、福祉及びスポーツ等諸活動を生涯にわたって展開できるよう活動の場を
提供した。

目 2 社会教育施設費

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

社会教育推進費
（繰越明許費）

812
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款 10 教育費 項　 4 社会教育費

・荒川公民館改築工事実施設計業務

公民館管理運営費 66,238
　地区公民館における自主的な学習活動を支援し、特性を活かした地域づく
りを推進した。
　また、施設の利便性の向上を図るため、適切な維持管理に努めた。

・地区公民館職員の配置  公民館15館　公民館職員46人（令和５年度 43人）

・地区公民館の維持管理業務委託　13館

・地区公民館活動の補助　15館　

・スマートロックシステム導入業務

・東部公民館集会室床改修工事

・水島公民館床改修工事

・東部公民館調理室給水管修繕工事

目 3 公民館費

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円 荒川公民館の整備を行った。

公民館建設事業費 209,962

・荒川公民館改築工事（建築主体工事、電気設備工事、機械設備工事）

・荒川公民館改築工事監理業務

・荒川公民館備品購入

公民館管理運営費
（繰越明許費）

9,780
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款 10 教育費 項　 4 社会教育費

・図書館資料（視聴覚資料含む。）

・入館者数（延べ人数）

・開館５周年記念イベント

・おやべの民話「おやべの民話　嘉例谷 力神様のおはなし」の発行

目 4 図書館費

事業名 事業費 事業内容及び成果

津沢図書コーナー 13,610冊 13,776冊

合計 165,048冊 161,431冊

  千円

図書館管理運営費 66,250 　「地域の知の拠点」として、市民にとって心の潤う場、生涯にわたり自主的な
学習を支えていく場となるように運営を行った。

区分 令和６年度 令和５年度

市民図書館 151,438冊 147,655冊

津沢図書コーナー 14,250人 13,448人

合計 130,844人 128,978人

区分 令和６年度 令和５年度

市民図書館 116,594人 115,530人

・ブックスタート事業　123組　（令和５年度171組）
　４か月児健診終了時に赤ちゃんと保護者を対象とした絵本の読み聞かせを
行い、絵本バッグに絵本２冊、おすすめ絵本リスト及び読書通帳を入れ贈呈
した。・児童対象事業（おはなし会、英語で絵本、手作り絵本教室、保育所・こども
園招待事業、図書館探検隊　他）
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款 10 教育費 項　 4 社会教育費

・市内遺跡発掘調査事業 調査件数　４件　（令和５年度　４件）

  千円

芸術文化振興費 1,649 　芸術祭の開催など市民が芸術文化に親しむ機会を提供し、その活動を支
援することにより芸術文化のまちづくりを進め、活動の活性化を図った。

・第62回市美術展　６月16日～６月23日

・芸術祭の開催　10月～11月

・小矢部市芸術文化連盟及び小矢部市吹奏楽団に対する活動補助

・第12回小矢部市子ども伝統文化祭の開催

目 5 文化費

事業名 事業費 事業内容及び成果

・縄文体験学習会の開催　参加者数　約400人　（令和５年度　延べ約2,000人)

・「桜町縄文まつり」９月１日開催 200 人参加（令和５年度 300 人）

・「縄文火占いまつり」　１月５日開催　約50人参加　（令和５年度　約120
人）
・広報資料の作成　　桜町遺跡出土品パンフレットほか

文化財保護費 10,359 　文化財の保存・保護及び活用の促進と、市民が文化財に親しみ、文化財
の保護について理解を深めてもらえるよう努めた。令和６年度には指定文化
財の保存活用の推進のため、市指定文化財「越登賀三州志附圖（能登国１
幅）」の修繕事業を行った。

・文化財保護審査委員会の開催　委員９人、２月20日開催

・文化財説明板等の修繕
　　「芭蕉俳句（市史跡砺波山古跡関連）」説明板１基の修繕

・文化財保護事業補助金の交付
　　曳山１件　（令和５年度　獅子舞３件、津沢夜高１件）

・文化財保存整備費補助金の交付
　　小矢部市指定文化財「前田利秀の墓」　１件

緊急遺跡発掘調査費 4,504 　市内の遺跡所在地内における各種開発に伴う発掘調査を実施した。

桜町遺跡対策事業費 1,467 　桜町遺跡の保護・活用と情報発信や全国的な交流を実施した。

・桜町遺跡地下水位観測の実施

・上記観測に基づく対応を協議する桜町遺跡保護対策検討委員会の開催

    委員４人、２月６日開催

・「縄文シティサミットinとうや湖」への参加　10月７日～８日

埋蔵文化財保存活用
整備事業費

2,000 　縄文火占いまつりや中学校への出前講座の実施など、埋蔵文化財調査の
成果を活用した体験学習会や広報資料の作成を行った。

・「青少年縄文遺跡探訪事業」
　　市内中学２年生の新潟県長者ケ原遺跡及び富山県朝日町不動堂遺跡
への派遣
　８月21日　16人参加　（令和５年度　15人）
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款 10 教育費 項　 4 社会教育費

　（令和５年度　 1,184人）

　

・年間入場者数　2,429人　※12～２月冬季閉館

　    （令和５年度　2,956人）

・桜町JOMONパーク環状木柱列復旧工事

・指定管理料

・クロスランドおやべ自主事業補助金

・利用者数　屋内施設　132,430人　屋外施設　67,841人

 （令和５年度　  屋内施設　139,420人　屋外施設　68,277人）

・令和６年度工事等の内容

クロスランドおやべ冷温水発生機更新工事

45,012

桜町JOMONパーク事
業費

3,320 　桜町遺跡を支援する市民グループの協力を得ながら、見学者への遺跡や
遺物の解説、体験学習の指導を行った。

クロスランドおやべ管
理運営費

198,532 　地域間交流を推進し、芸術文化の振興を図ることを目的に、（公財）クロス
ランドおやべを指定管理者として管理運営を行い、良好な管理に努めた。

　クロスランドおやべ管理委託料、クロスランドおやべ施設運営補助金

　施設の落雷被害による復旧修繕、維持管理に係る修繕工事等の計画的
な実施を行い、良好な施設環境の維持に努めた。

・令和６年度工事等の内容
　クロスランドおやべ高圧ケーブル更新工事
　クロスランドおやべ空調中央監視装置更新工事
　クロスランドタワー航空障害灯交換工事
　クロスランドタワー自動火災報知設備取替修繕工事（落雷）
　クロスランドおやべ電話設備落雷修繕工事
　その他落雷修繕

クロスランドおやべ管
理運営費
（繰越明許費）

・年間入館者数　1,174人  

　（令和５年度　1,041人）　　　 

ふるさと歴史館管理運
営費

3,946 　発掘調査による出土品を整理・保管するとともに、展示・公開することにより
埋蔵文化財の保護と発掘調査への理解を図った。
　市指定文化財桜町遺跡の出土品及び市内の古墳についての常設展示を
行った。

文化施設費

事業名 事業費 事業内容及び成果

・年間入館者数　725人　※12～２月冬季閉館

  千円

大谷博物館管理運営
費

3,424 　民俗資料の展示を行うとともに、国登録有形文化財である大谷家住宅を公
開し、郷土の名誉市民の紹介を行った。

・大谷博物館茶会を開催

　　10月13日　89人参加

目 6
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・指定管理料

　　アートハウスおやべ管理委託料

　　アートハウスおやべ施設運営補助金

・アートハウスおやべ自主事業補助金

・年間入館者数　 20,565人　（令和５年度　21,820人）

款 10 教育費 項　 5 保健体育費

・派遣スポーツ主事　１人、　スポーツ推進委員　44人

　

目 1 保健体育総務費

事業名 事業費 事業内容及び成果

アートハウスおやべ管
理運営費

18,739 　市民の美術活動の拠点として、（公財）クロスランドおやべを指定管理者と
して管理運営を行った。

  千円

社会体育振興費 18,365 　生涯スポーツ社会の実現に向けて、専門知識を持つ県スポーツ主事の派
遣を受け入れた。市スポーツ推進のコーディネーター役となるスポーツ推進
委員の研修事業や、世界大会や全国大会等に出場した選手等に対し激励
金の交付を実施した。また、小矢部市スポーツ協会への運営補助などを行っ
た。

競技力の維持と向上に向け、全国大会など出場者へ激励を行った。

世界大会・全国大会等 北信越大会

令和６年度 ９団体  個人86人 ２団体  個人69人

(令和５年度) 10団体  個人63人 ６団体  個人76人
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スポーツ振興事業費

・

・

・小矢部市指導者育成事業委託

・トップアスリート強化・育成業務委託

・

・

・

・

・

・保育所（園）・こども園体力向上支援事業

指導者派遣　５月～２月　37回　延64人派遣（令和５年度　35回　延66人）

指導者研修　８月22日開催　24人参加（令和５年度　１回　８人）

・室内温水プール市民開放デー事業委託　４～３月　年20回　延477人

（令和５年度　20回　延593人）

・

・

・

チャレンジスポーツ教室（前期）5回　延66人　（後期）2回　延34人

・

・

6,434 　スポーツ行事運営費補助、各種大会選手派遣、指導者育成事業の委託等
を行った。　また、中学生の競技力向上を目的とした少年スポーツ教室や、
運動好きの子どもの育成を目的とした小矢部元気ッズ育成支援事業を行っ
た。

第62回市民体育大会運営委託

第77回県民体育大会選手派遣委託

小矢部元気ッズ育成支援事業コーディネーター業務委託

小矢部元気ッズ育成支援事業　運動教室・イベントの開催

呉西圏域連携事業補助金

競技力向上対策事業補助金（指導者・審判員育成）

少年スポーツ教室の開催

エンジョイかけっこ教室　11月24日　32人参加

少年野球教室＆ベースボール５体験教室　11月30日　22人参加

カターレ富山少年サッカー教室　11月22日　38人参加

ちびっこ運動遊び教室　10月～12月　10回開催　延148人参加

親子運動ひろば　10月～11月　３回開催　延252人参加

親子運動あそび教室　1月　２回開催　親子22組参加

ちびっこ運動遊び教室　10月～12月　10回開催　延148人参加

親子運動教室　11月～１月　５回開催　延108人参加

エンジョイホッケーパーク　12月～１月　６回開催　延158人参加

エンジョイスポーツパーク　２月22日　141人参加

　　（令和５年度　延べ使用団体1,787団体　　延べ利用人数20,901人）

地域スポーツ教室（スポーツ推進委員）

科学的トレーニンング測定会　２月　１回開催　18人参加

ホッケークラブチーム
育成支援事業費

3,600 　成年ホッケークラブチームの育成及び強化のための活動経費の一部を助
成した。

成年ホッケークラブチーム育成支援補助金

生涯スポーツ振興事業
費

8,873 　子どもから高齢者までスポーツに親しむ機会の提供及び学校体育施設の開
放等を行った。また、生涯スポーツへの参加機会の拡大のため、おやべス
ポーツクラブの活動支援やスポーツ推進委員による地域スポーツ教室を開催
した。

おやべスポーツクラブ活動補助金　

　　　　59教室　　延24,551人参加　（令和５年度　59教室　延24,361人）

学校体育施設開放事業　

　　市内小学校５校、中学校４校、若林体育館

　               延べ使用団体1,847団体　　延べ利用人数21,841人
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款 10 教育費 項　 5 保健体育費

事業名 事業費 事業内容及び成果

目 2 体育施設費

  千円

体育施設管理運営費 81,756 　体育施設利用者の活用形態に応じた施設の管理・運営を行った。

施設名 指定管理者
令和６年度 令和５年度

利用者数/人 利用者数/人

野外運動広場 (NPO)おやべスポーツクラブ 6,031 8,592

屋内スポーツセンター (公財)小矢部市スポーツ協会 10,024 9,947

市民プール
㈱フージャースウェルネス
＆スポーツ

5,159 5,253

小矢部ホッケーフィールド
by三井アウトレットパーク

(NPO)おやべスポーツクラブ 20,217 24,725

武道館 (公財)小矢部市スポーツ協会 12,150 10,999

小矢部
運動公園

野球場 (公財)小矢部市スポーツ協会 6,759 7,115

陸上競技場

文化スポーツセンター (NPO)おやべスポーツクラブ 27,339 29,723

夜間照明施設（３箇所） (NPO)おやべスポーツクラブ 6,299 6,142

(公財)小矢部市スポーツ協会 8,056 7,790

庭球場 (公財)小矢部市スポーツ協会 8,535 7,988

北蟹谷スポーツセンター 北蟹谷地区自治振興会 4,475 2,750

合計 124,637 132,765

薮波スポーツセンター 薮波地区振興会 2,836 5,425

水島スポーツセンター 水島地区振興会 6,757 6,316

・市民プール幼児プール内面塗装工事

・若林運動広場整備工事

・小矢部市武道館剣道場ワックス塗布

・津沢運動広場ベンチ購入

　地区運動広場管理運営を行った。

・松沢、正得、荒川、南谷、埴生、宮島、北蟹谷、東蟹谷、薮波、水島、若林
　（計11箇所）

体育施設改修事業費 19,247 体育施設の改修・修繕整備等を行い、良好な施設管理の維持を図った。

・武道館防火シャッター修繕工事

・文化スポーツセンター雨漏り修繕工事

・文化スポーツセンター多目的トイレ改修工事

・屋内スポーツセンター雨漏り修繕工事
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款 10 教育費 項　 5 保健体育費

・改築工事実施設計業務　40,678,000円

・防草対策業務　198,000円

・造成工事（工事前払金）　16,450,000円

・給水管布設工事　550,000円　等

給食センター施設整備
事業費

59,759 　新学校給食センター建設に向けて、実施設計及び造成工事等を行った。

目 3 給食センター費

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

給食センター管理運営
費

113,486 　小中学校の児童生徒及び教職員に給食を提供した。安全・安心でおいし
い給食を提供するため、衛生管理の徹底や異物混入の防止に努めた。
　また、地産地消など食育にも積極的に取り組み、地域との連携事業や児童
生徒が楽しみにする給食を実施した。
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款 11 災害復旧費 項　 1 農林水産施設災害復旧費

現年農地農業用施設災害復旧事業費　

現年農地農業用施設災害復旧事業費　

款 11 災害復旧費 項　 1 農林水産施設災害復旧費

現年農地農業用施設災害復旧事業費　

款 11 災害復旧費 項　 2 公共土木施設災害復旧費

現年農地農業用施設災害復旧事業費　

・急傾斜対策工事　　　　　　 2件（地滑り：1件　地震：1件）（令和5年度3件)

・河川浚渫工事　　　　　　 　　1件（豪雨：1件）

・急傾斜対策工事　　　　　　 5件（豪雨：5件）

事業名 事業費 事業内容及び成果

・災害復旧修繕　224件

・補助災害復旧工事等　27件

217,867
　豪雨、地震等による道路及び排水路の公共土木施設の災害復旧を行い、
地域住民の生活基盤の保全管理に努めた。

・災害復旧工事　　　　　　　 19件（豪雨：15件　地震：4件)

・災害修繕　　　　　　　　 　 102件（豪雨：5件　地震：97件）

目 1 公共土木施設災害復旧費

事業名 事業費 事業内容及び成果

18,123 　豪雨、地震等による道路及び排水路の公共土木施設の災害復旧を行い、
地域住民の生活基盤の保全管理に努めた。

・災害復旧工事　　　　　　 　７件（豪雨：7件）（令和5年度13件)

現年公共土木施設災
害復旧事業費
（繰越明許費）

目 1 農地農業用施設災害復旧費

事業名 事業費 事業内容及び成果

目 2 林道施設災害復旧費

  千円

農地農業用施設災害
復旧事業費

76,059 　台風、豪雨等による農地農業用施設の災害復旧を行い、農業生産基盤の
保全管理に努めた。

・災害復旧修繕　204件

・市単独土地改良事業　１件

現年農地農業用施設
災害復旧事業費
（繰越明許費）

233,403 　台風、豪雨等による農地農業用施設の災害復旧（繰越分）を行い、農業生
産基盤の保全管理に努めた。

・災害復旧測量設計業務等　3件

  千円

林道施設災害復旧事
業費

29,161 　台風、豪雨等による林道施設の災害復旧を行い、林業基盤の保全管理に
努め林政の増進に努めた。

・補助災害復旧工事　（９路線　うち６路線繰越）

・小規模災害　2件

  千円

公共土木施設災害復
旧事業費
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款 11 災害復旧費 項　 3 その他公共施設・公用施設災害復旧費

現年農地農業用施設災害復旧事業費　

現年農地農業用施設災害復旧事業費　

款 11 災害復旧費 項　 3 その他公共施設・公用施設災害復旧費

  千円

児童福祉施設災害復
旧事業費

1,112 　能登半島地震による児童福祉施設の復旧を行った。

対象施設　大谷こども園

目

令和６年能登半島地震により被害を受けた公共施設等の復旧工事等

・クロスランドタワートイレ階エアコン修繕工事

1 児童福祉施設災害復旧費

事業名

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

事業費 事業内容及び成果

・本庁舎１階、２階柱補強工事

・その他の本庁舎災害復旧修繕

・クロスランドタワー排煙窓修繕工事

・クロスランドタワーエレベーター修繕工事

児童福祉施設災害復
旧事業費
（繰越明許費）

2,716 　能登半島地震による児童福祉施設の復旧を行った。

対象施設　埴生保育所　水島保育所　石動きらりこども園　大谷こども園
　　　　　　  蟹谷こども園

目 2 その他公共施設・公用施設災害復旧費

その他公共施設・公用
施設災害復旧事業費
（繰越明許費）

24,996

・環境センターパッカー倉庫柱補修工事

・クロスランドおやべふれあいハウスジャバラ扉修繕

・クロスランドおやべオアシスの海 木製デッキ修繕工事
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款 11 災害復旧費 項　 4 文教施設災害復旧費

・蟹谷小学校高置水槽取替工事実施設計業務　1,650,000円

・蟹谷小学校高置水槽取替工事　12,518,000円

・石動中学校ピロティインターロッキング舗装修繕工事　2,585,000円

款 11 災害復旧費 項　 4 文教施設災害復旧費

現年農地農業用施設災害復旧事業費　

現年農地農業用施設災害復旧事業費　

・市民体育館パラペット下部修繕

・市民体育館陸屋根防水層修繕

・市民図書館空調用給気制気口取替修繕

・小矢部市民図書館施設修繕工事

・小矢部市民交流プラザ施設修繕工事

・大谷博物館門扉修繕工事

・南部公民館瓦修繕工事

・野外運動広場復旧工事

社会教育施設災害復
旧事業費

1,960 能登半島地震の被災による施設復旧事業

・文化スポーツセンターエキスパンションジョイントカバー修繕工事

・文化スポーツセンター床修繕工事

  千円

事業名 事業費 事業内容及び成果

目 2 社会教育施設災害復旧費

社会教育施設災害復
旧事業費
（繰越明許費）

9,747 能登半島地震の被災による施設復旧事業

　令和６年能登半島地震で被災した小中学校の災害復旧工事を行った。

目 1 公立学校施設災害復旧費

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

公立学校施設災害復
旧事業費
（繰越明許費）

16,753
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款 12 公債費 項　 1 公債費

款 12 公債費 項　 1 公債費

款 12 公債費 項　 1 公債費

公債事務費 2 　残高証明等の発行に係る手数料

目 2 利子

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

利子 64,189 　市債の償還金利子及び一時借入金の利子等

市債の借入償還金利子 64,154,226円

一時借入金利子等 　34,518円

目 3 公債諸費

元金 1,383,977 　市債の償還金元金

市債の借入償還金元金 1,383,977,142円

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

事業名 事業費 事業内容及び成果

  千円

目 1 元金
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（単位：千円）

事　　業　　名 決算額 事　業　内　容

本庁舎整備事業費 19,423
庁舎整備基本計画策定及び基本設計業務　12,440
現況測量業務　4,785
その他の本庁舎整備事業費　2,198

老人福祉対策費 7,454 地域介護・空間福祉整備等施設整備事業費補助金

民間保育施設運営費 5,241 津沢こども園大規模修繕事業費補助金

火葬場維持管理費 17,160
斎場火葬炉等補修工事　16,060
斎場駐車場舗装補修工事　1,100

競争力強化生産総合対策事業費 5,143 JAいなば第三カントリーエレベーター設置事業補助金

土地改良振興事業費 136,836
県営事業負担金　20件 119,001
土地改良区営事業補助等　11件　17,835

市営土地改良事業費 11,547
農村地域防災減災工事等　２件　6,424
市単土地改良事業補助金　34件　5,123

商工業振興対策費 4,273 空き店舗等出店、既存店舗等リニューアル補助金　４件

企業立地対策費 40,584 物流業務施設立地助成金　２件

産業用地管理費 16,792 地下横断歩道浸水防止工事

道路維持補修費 39,287
市道平田下中線舗装修繕工事等　７件　31,532
路面性状調査業務　7,755

消雪工施設整備費 80,101 市道後谷山手線消雪施設井戸さく井工事等　５件

県道改良等負担金 19,320 県道改良負担金

市道新設改良事業費 95,309

市道山手学校路線道路改良工事等　６件　43,366
市道芹川６号線交差点詳細設計業務等　５件　41,557
市道山手学校路線道路改良工事に伴う物件移転補償等　２件
5,622
市道西中野畠中線道路改良工事に係る土地取得　4,764

橋梁整備費 80,696
市道水島五社線横江宮川橋補修工事等　４件　57,754
市道法楽寺橋線法楽寺橋補修設計業務等　３件　18,690
市道橋梁点検業務　２件　4,252

排水路施設整備費 44,197 石動町地内排水路整備工事

急傾斜地崩壊対策事業費 6,380 埴生地区急傾斜地崩壊対策工事

街路事業費 24,260
県施行街路事業負担金　18,095
都市計画道路桜町西福町線現況測量業務等　２件　6,165

公営住宅等維持管理費 14,922 矢水町第１住宅屋根改修工事等　２件

消防施設管理費 25,828
北蟹谷分団消防器具置場外壁等改修工事　3,520
石動第３分団消防ポンプ自動車購入　22,308

消防水利整備事業費 24,967 泉町地内耐震性貯水槽新設工事

小学校管理運営費 10,725
小学校営繕工事　２件　6,441
学習用椅子の更新　4,284

令和６年度 主な投資的事業一覧（一般会計）
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事　　業　　名 決算額 事　業　内　容

中学校管理運営費 83,320

中学校営繕工事　６件　4,565
学習用椅子の更新　4,263
特別教室空調設備工事実施設計業務　5,720
特別教室空調設備工事　４件　68,772

公民館建設事業費 209,659
荒川公民館改築工事監理業務　8,250
荒川公民館改築工事　７件　198,416
荒川公民館備品購入　９件　2,993

公民館管理運営費 15,423
荒川公民館改築工事実施設計業務　9,780
その他の公民館改修工事等　８件　5,643

文化財保護費 7,341 文化財保護事業補助金（曳山（紺屋町）の山蔵新設）

クロスランドおやべ管理運営費 84,319

空調中央監視装置更新工事　19,800
高圧ケーブル更新工事　18,621
タワー航空障害灯交換工事　1,590
冷温水発生機更新工事　44,308

体育施設改修事業費 16,774 体育施設改修工事等　６件

給食センター施設整備事業費 57,678
改築工事実施設計業務　40,678
造成工事（工事前払金）　16,450
給水管布設工事　550

農地農業用施設災害復旧事業費 76,059
災害復旧修繕　204件　60,797
災害復旧測量設計業務等　３件　15,025
市単独土地改良事業　１件　237

現年農地農業用施設災害復旧事業費 233,403
補助災害復旧工事等　27件　174,100
災害復旧修繕　224件　59,303

林道施設災害復旧事業費 29,161
補助災害復旧工事等　９件　24,379
災害復旧修繕　21件　4,782

公共土木施設災害復旧事業費 18,123
災害復旧工事　７件　14,451
急傾斜対策工事　２件　3,672

現年公共土木施設災害復旧事業費 217,867

災害復旧工事　19件　168,072
河川浚渫工事　１件　5,605
急傾斜対策工事　５件　21,104
災害修繕　102件　23,086

ｄ児童福祉施設災害復旧事業費 3,828 こども園等災害復旧修繕工事　７件

その他公共施設・公用施設災害
復旧事業費

24,996

本庁舎応急復旧工事　9,065
クロスランドおやべ災害復旧修繕　３件　547
クロスランドおやべ災害復旧工事　４件　13,457
その他の公共施設災害復旧修繕　1,927

公立学校施設災害復旧事業費 16,753

蟹谷小学校高置水槽取替工事実施設計業務　1,650
蟹谷小学校高置水槽取替工事　12,518
石動中学校ピロティインターロッキング舗装修繕工事
2,585

社会教育施設災害復旧事業費 11,707
社会教育施設災害復旧工事　７件　10,959
社会教育施設災害復旧修繕　３件　748
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（歳入） 入湯税

（歳出）
（単位：千円）

国　県
支出金

地方債 その他 入湯税 その他

（歳入） 森林環境譲与税

（歳出）
（単位：千円）

国　県
支出金

地方債

森林環境譲
与税基金繰
入金及び同
基金利子

森林環境
譲与税

その他

（基金の状況）

（単位：千円）

2,296合     計 18,447 2,005 14,146

1,158

中学校管理運営費
（生徒用学習用椅子購入分）

4,263 1,000 2,125 1,138

小学校管理運営費
（児童用学習用椅子購入分）

4,284 1,000 2,126

森林経営管理事業費 9,900 5 9,895

左 の 財 源 内 訳
特 定 財 源

事　業　名 金　額

一般財源

森林環境譲与税の使途

14,146千円

34,030観光推進費 40,794 2,589 3,360 815

7,481

基金の名称

入湯税の使途

815千円

事　業　名 金　額

左 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一般財源

森林環境譲与税基金繰入金

森林環境譲与税基金利子

2,000千円

5千円

森林環境譲与税基金

前年度末現在高 決算年度中増減額 決算年度末現在高

9,481 △ 2,000
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（歳入） 地方消費税交付金（社会保障財源化分）

（歳出）
（単位：千円）

国　県
支出金

地方債 その他

社会保障財
源化分の地
方消費税交
付金

その他

合     計 1,186,522 617,637 50,773

4,079 27,398 6,121

423,329 94,783

95,217 21,319

健康増進対策事業費 41,386 3,788

感染予防費 117,840 1,101 203

21,768 4,876

9,111 2,054

母子保健推進費 36,989 10,345

放課後児童健全育成費 65,533 31,498 22,870

29 4,158 901

62,028 13,901

地域子育て支援拠点事業費 47,120 42,032

こども及び妊産婦医療費助成費 105,249 13,722 15,598

4,189 31,843 7,123

27,906 6,257

老人福祉対策費 50,885 7,730

32,231650,807 474,676

重度心身障害者等医療費助成費 70,713 32,745 3,805

障害者自立支援給付事業費 143,900

引上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途

423,329千円

事　業　名 金　額

左 の 財 源 内 訳

特 定 財 源 一般財源
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公共用地先行取得事業特別会計

款　２ 積立金 項　１ 積立金

土地開発基金の現在高 　

円

円

円

＜令和６年度末現在高の内訳＞
　・現金預金
　・貸付金

土地開発基金積立金

456,241,183

22,829

456,264,012

目 事業名 事業費 事業内容及び効果

415,654,433円
       計 456,264,012円

千円

１ 土地開発基金
積立金

令和５年度末現在高

令和６年度新規積立金

令和６年度末現在高

40,609,579円

23
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国民健康保険事業特別会計
　国民健康保険事業は、国民皆保険制度の下で職域を対象とする健康保険等に加入することができない一般市民を対象
とした保険事業である。医療の給付事務、保健事業の推進、疾病予防の啓発を行っている。
　平成30年度から、国保県域化に伴い県と市が共同保険者となって、安定的な運営に努めている。

国民健康保険税率等

保険給付及び被保険者の状況

被保険者増減内訳
本年度中増（人）

本年度中減（人）

款　１ 総務費

款　２ 保険給付費

91
その他社保加入 死亡

6 1

1,270

その他後期高齢者離脱

3,254

介護保険第２号　被保険者数

3,190

出生

1,307

計

4,614

世帯数

4,441被保険者数 4,784

年度平均

500,000円

現役並み所得者
3割

一般
2割

前年度末現在

その他の給付

12 34
計生保開始

17万円

就学児～69歳
　3割

未就学児
　2割

本年度末現在

70歳～74歳

２ 徴税費

１ 療養諸費

１ 一般被保険者
療養給付費

国民健康保険の事業運営に関する重要事項や、保険税や条例改正事項
等について審議を行う。被保険者や医療機関等の意見をいただき、適正な
事業運営に努めた。

509

千円

210

1,0829

3,651

所得割

均等割

平等割

賦課限度額

１ 総務管理費

転出

30,000円

3,100

事業費

14,388

医療分

7.60%

23,400円

1.90%

5,100円

項 目名

72

一部負担金割合
（一般・退職）

区　分

22万円

5,100円

後期高齢者支援金分 介護保険分

1.20%

6,000円

65万円

葬祭費

５ 審査支払
手数料

6,300円24,600円

出産育児一時金

項

24660

１ 一般被保険者
高額療養費 235,145

１ 一般管理
費

１ 賦課徴収
費

３ 一般被保険者
療養費

３ 運営協議会費

転入 生保廃止

4,279

事業費

870１ 葬祭費

社保離脱

国民健康保険事業の運営に伴う一般管理事務。被保険者証や高齢受給者
証の発送、資格異動に伴う事務及び制度趣旨説明用の冊子を作成し、趣
旨の普及を図った。

保険給付として、出産育児一時金を支給した。被保険者の費用負担の軽減
につながった。

後期高齢者加入

1,357

5

１ 運営協議
会費

目名

446

787

国民健康保険税の賦課事務として、納税通知書を発送し、徴収事務とし
て、督促状の送付及び夜間窓口を開設し、収納率の維持向上につなげた。

事業内容及び成果

一部負担（自己負担）以外の医療費等について、療養の給付を行うことで、
病気や怪我をした場合に一部負担（自己負担）で医療機関を受診すること
ができる。

一部負担（自己負担）以外の医療費等について、療養の給付を行うことで、
怪我等をした場合に一部負担（自己負担）で柔道整復等の施術を受診する
ことができる。

医療機関からの請求に対し、国保連合会が県内保険者分を共同処理して
いる審査の手数料

17,198

事業内容及び成果
千円

1,547,104

医療費が高額になった一般被保険者の世帯内に介護保険の受給者がいる
場合、国民健康保険と介護保険の１年間の自己負担にそれぞれの限度額
を適用して合算し、基準額超過分の療養の給付を行った。被保険者の医療
負担の軽減につながった。

２ 高額療養費

被保険者が高額な医療を受ける際も、安心して医療機関を受診できるよう、
一部負担（自己負担）が政令で定める額を超えるとき、その超えた額につい
て給付を行った。被保険者の医療費負担の軽減につながった。

被保険者が死亡した際に葬祭費を支給した。葬祭執行者に支給することで
費用負担が軽減された。

１ 出産育児一時
金（２ 支払手数料
含む）

2,501

３ 葬祭諸費

３ 一般被保険者
高額介護合算療
養費

89

４ 出産育児諸費
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款　３ 国民健康保険事業費納付金

款　５ 保健事業費

款　６ 基金積立金

款　８ 諸支出金

２ 保健事業費

１ 特定健康診
査等事業費

25,975

項 目名
事業費

事業内容及び成果
千円

１ 保健事業
費

22,516

１ 医療給付費分

事業内容及び成果

特定健康診査・特定保健指導をはじめとする各種保健事業を実施すること
により、被保険者の健康の保持・増進を図るとともに、医療費の適正化を
図った。

事業内容及び成果
千円

目名

１ 基金積立金
１ 基金積立
金

国民健康保険の事業運営に不足が生じた際の財源。事業運営全般の予算
不足に対する財源となった。

41,043

目名
事業費

１ 一般被保険者
医療給付費分

項
事業費

項

項

393,773

１ 特定健康診査
等事業費

２ 後期高齢者支
援金分

１ 一般被保険者
後期高齢者支援
金分

167,335

事業費

保険税の適切な管理を行うもので、制度の信頼性を担保できた。

過年度事業に係る補助金等の実績額確定による精算に伴う償還金３ 償還金 13,388

事業内容及び成果
千円

国保県域化に伴う、国民健康保険事業に要する費用に関する市町村から
県への納付金

３ 介護納付金分
１ 介護納付
金分

51,944

１ 償還金及び
還付金

１ 一般被保険者
保険税還付金 2,621

目名
千円
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後期高齢者医療事業特別会計
　75歳以上の人及び65歳以上で一定の障害のある人を被保険者とする後期高齢者医療制度が
平成20年4月に創設された。
　この制度は、都道府県を単位とし全ての市町村が加入する広域連合が保険者となり、運営を
行っている。
　市町村は後期高齢者医療制度の事務のうち、保険料の徴収と、申請や届出の受付や保険証
の引き渡しなどの窓口業務を担当することとなっており、この特別会計でその財務的な処理を行
っている。

款　１ 総務費

款　２ 後期高齢者医療広域連合納付金

款　３ 保健事業費

款　４ 諸支出金

２　その他の
健康保持増進
費

7,874
保健事業と介護予防事業を一体的に実施し、生活習慣病の重症
化や要介護状態の予防に努めた。

１　健康保持増
進事業費

事業内容及び成果

２　後期高齢
者医療広域連
合補助金

5,634
広域連合が実施する健康診査の円滑な実施を支援し、被保険者
の健康の保持増進を資するため、広域連合に対し補助金を交付
する。

997,733
１　後期高齢
者医療広域連
合納付金

事業内容及び成果

１　後期高齢者
医療広域連合納
付金

後期高齢者医療保険料は後期高齢者医療制度の重要な財源で
あるため、適正な徴収事務に努めた。

収納率　特徴　100.00％　普徴　98.74％

市が徴収した保険料及び低所得者軽減にかかる保険基盤安定拠
出金の納付。その他に事務費負担金、療養給付費負担金も納付
する。

事業費
項 目名

項

高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、安心して医療を受
け続けられるよう、後期高齢者医療システムの管理運営等を行う。

千円

１　一般管理費

2,294

項 目名
事業費

１　健康診査
費

１　償還金及び
還付加算金

１　保険料還
付金

48

目名
事業費

千円

２　徴収費 １　徴収費 2,959

１　総務管理費

病気の早期発見・早期治療を目的とした健康診査や運動等によ
り、健康の保持・増進を図るとともに医療費の適正化を図るもの。
被保険者の健康保持、増進が図られ、医療費の適正化につな
がった。

健康診査　受診者数　2,893人（令和５年度　2,789人）

保険料に係る過誤納金の還付及び還付加算金の支払いを行う。
適正な保険料負担の実現が図られる。

456

事業内容及び成果

項 目名
事業費

事業内容及び成果
千円

千円
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東部産業団地事業特別会計

款　１ 東部産業団地費 項　１ 東部産業団地費

事業内容及び成果

公有財産購入費

目 事業名

１ 東部産業団地
費

117,100
東部産業団
地事業費

事業費

千円
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